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1983年 ヒ マ ラ ヤ 登 山 学 校 隊 員 募 集
ヌ  ン (7,135m)

1983年度 ヒマラヤ登山学校は、カシミールの盟

主ヌン峰で実施することに決定 しました。これは

単なるパ ック登山とはまったく異なり、自ら遠征

を行なえる人材を育成することを主眼としており、

経験豊富なインス トラクターのもとに、正 しいセ

オリーにのっとった確実な登山を指導 しています。

隊員はすべて、装備 。食糧・輸送・梱包 。渉外等

の具体的実務に参画していただき、また国内山岳

での強化合宿 も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般を

体得できるように組まれております。

過去の卒業生は、現在 ヒマラヤで幅広い活動を

行なっており、登山学校の経験を基にしてさらに

遠征を実施 している人は 9名 に達 し、その中には

8,000m峰登頂者 4名 も含まれています。

登山学校隊の実績は下記のとおりです。

・ 1977年  タルコット (6,099m)

(JACに 協賛 して行なった )

。1978年  ヌン (7,135m)4名 登頂

トリスル I峰 (7,120m)6名 登頂

Ⅱ峰 (6,690m)7名 登頂

。1979年  キャシー ドラル (6,400m)6,000

mま で

ケダルナー ト・ ドーム (6,831m)

19名 登頂

ナンダ・ カー ト (6,61l m)事故の

ため断念

クン (7,077m)現在準備活動中

実施要項

目 的 ①ヌン (7,135m)登 頂

②高所登山の基礎修得

時 期 1983年 7月 末～ 8月 末 (35日 間)

負担金 71万 円 (航空運賃の変動等により変るこ

ともあります )

定 員 20名

インストラクター 4名 (医師含む )

申込み  1982年 6月 末までに下記宛に申込むこと

(資料を送ります )

〒 160 東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号 日本 ヒマラヤ協会

★今年度より準備活動、強化合宿等をより万全に

行なうため、締切りを早 くします。希望者は早急

にお申込み下さい。

1980年

1981イ |:

1982イ l:

この登山隊の旅行手続は、い西遊旅行が担当します。 一般旅行業 607号

カラコルムはバツーラ山群のカランバール氷河左岸上の 6,258峰。 内田  勲
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8.昭和57年 度 日本 ヒマ ラヤ協会通常総会報告
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連載 《35》

ヒマ ラヤ 放 談

―ルンビニー それは世界中の仏教徒にとって

神聖な行脚の地である。喬杏摩悉達多,即ち仏陀

が紀元前 623年に生まれたのはこの地である。

ネパールのインドとの国境に近いバイラワから

西へ20kmの 所にあるルンビニは,昔は沙羅双樹

の樹が生茂 った緑いっぱいの美しい園であったと

フrつ 。

現在, この仏陀生誕の地はルンビニ開発プ ロジ

ェク トの元 に大きく変わろうとしている。

今回は来 日中のロク・ ダルシャン氏にこのプ ロ

ジェク トについてお話 しを伺 った。氏はル ンビニ

開発委員会 の委員長であ り,故マヘ ン ドラ国王の

秘書長官で もあった方である。

日本 通 の お 役 人

―

お忙しいところ恐縮です。日本を出発さ

れるのは何日ですか。

ダルシャン 明後日に香港に向かいます。

―

それでは早速伺いたいと思います。ダル

シャンさんは,かなりの日本通であるとお聞きじ

ておりますが,日 本へはもう何度目ですか。

ダルシャン 日本へはもう何度も何度も来ており

ます。一番最初に訪日したのは1956年 でした。あ

の頃は,故マヘンドラ国王の秘書長官をやってお

りましたので自分のいろいろな仕事に関する勉強

をしていきました。

また,あの時は皇居で天皇陛下の儀式に参列す

る栄誉を賜り,思い出深い印象として残っており

ます。

一

その時は,日 本にどのくらい滞在された

のですか。

ダルシャン 40日 間おりました。自分の仕事に関

する各分野の多くの専門家の人達に会っていろい

ろと勉強をしていきました。

―

今回,訪日された目的は何んでしょうか。

ダルシャン 今回はオフィシャルなものとプライ

ベートなものと2つ の目的があって来日しました。

ロク・ダルシャン

●

'■■||:i11,,

オフィシャルな方は,日 本の仏教団体とルンビ

ニ・プロジェクトについて打ち合わせをするため

です。

もう 1つのプライベー トな方は,私の心臓を診

て貰うためです。心臓の検査については東京医科

大の早田教授が全てアレンジして くれ,心臓科医

のササキバラ先生 らに診て貰いま した。

早田教授は大変素晴らしい私の友人です。彼は

ネパールの人々のために多くの医療奉仕をしてく

れてます。クーンブ地方には 2つ の病院を建てて

高山病にかかった人々を助けてくれてます。

一

早田先生は,先頃「早田基金」を設立し

てより強力なネパールの医療活動に乗り出すこと

になりましたね。

ダルシャン はい。私も「早田基金」のネパール

支部の関係者です。「早田基金」は,我が国の総理

大臣 Mr.S.タ パが後援会長で外務大臣が理事長と

なり,そ の他多くのお医者さん達によって構成さ

れております。(編者註 :早田基金については, ヒ

マラヤ 127号の トピックス欄をご覧下さい。)

ルンビニ開発プロジェク ト

―

グルシャンさんは,以前は故マヘンドラ

-1-



国王の秘書長官をお務めだったそうですが,現在

はどのような役職につかれておるのでしょうか。

ダルシャン 私は今,政府のルンビニ開発委員会

の委員長をやっております。

一

カ トマンズあたりでもこの「ルンビニ・

プロジェクト」と云 う言葉を良 く耳にしますが,

このルンビニ開発プロジェクトとはどんなものか

お聞かせ下さい。

ダルシャン ご存知のようにルンビニは仏陀の生

誕の地です。1956年に第 4回世界仏教徒会議の際 ,

故マヘンドラ国王はル ンビニの開発のために数10

万ルピーを寄付 しました。この地域の開発はその

時から始ったと云えます。

1956年 2月 に故マヘンドラ国王は個人的にルン

ビニを訪問して,政府が仏陀の聖なる地の名前と

理想を保つためにあらゆる努力を尽すことを明ら

かにしました。

其の後,1967年に当時の国連事務総長のウ・タ

ント氏が,ネパール訪間の際にこのル ンビニ開発

プロジェクトを国際的な計画とすることを申し出

ました。これによってルンビニ開発プロジェクト

は,国連それにインド,タ イ 2つ の国の後援と日

本を含めた20の支援国の協力を得ました。

このル ンビニ開発プロジェクトのスピーディな

実現のためには現 ビレンドラ国王も熱烈かつ不断

の関心を示されており, 1975年 のラストリア・パ

ンチェットの第26回会議にあてたメッセージの中

でビレンドラ国王は,「基本計画に従って国際的に

有名なル ンビニの開発を行う」ことを明らかにし

ました。

これによって政府は,こ の開発プロジェクトを

達成・促進する新 しい職掌団体としてルンビニ開

発委員会を組織 したわけです。

―

ダルシャンさんは当初から今のポス トに

関わられていたのですか。

ダルシャン 私は,1976年の12月 に政府からルン

ビニ開発委員会の委員長に任命されました。

聖 な る

―

ルンビニ開発プロジェクトの具体的な計

画についてお聞かせ下さい。

ダルシャン ル ンビニ開発プロジェクトは, 3段

階に分かれています。

第 1段階は,基本計画のデザインとして,我々

委員会はそのデザインを世界的に有名な建築家で

日本の丹下教授に許可 しました。そしてこれらは,

国連,ネ パール政府,それに日本からの Expo'70

記念基金からの資金援助で完成 しています。

第 2段階は,フ ラス トラクト・ ワークと呼ばれ,

いろいろな基礎的な最初の仕事としてバイラワか

らルンビニヘの約22kmの 道路や水道,それに植

林などが行われました。植林の方は, 599,000本

ものさまざま果物,装飾用の樹木などが植えられ

ました。それから巡礼者のための宿泊施設として

宿坊付きホテルも建設され,こ の第 2段階の仕事

もすでに終了しています。

第 3段階は,プ ロジェクトの詳細な建設として

1985年 以降の残りの作業であります。

一

その基本計画のデザインと云うのは,ど

のようなものなんですか。

ダルシャン 基本計画は,全地域を緑地で囲んだ

それぞれ 1平方マイル (編者註 :783,443坪 )の

3つ の主要部分,即ちルンビニ村,修道区,聖な

る園から構成されてます。

ルンビニ村は, 1つ には巡礼者や観光客を,も

う1つ には地方のサービスをする人を収容する施

設を提供する所です。

修道区の区域には発掘中に見つかった遺物と,

仏陀の生涯を物語るいろんな資料を収める現地の

博物館が含まれる計画です。また,こ こには規模

の小さな図書館や情報センター,そ れにいろいろ

な国や宗教団体によって一連の寺院,修道院,礼

拝所も作られることになっています。

聖なる園,昔のルンビニは,緑がいっぱいで樹

陰の多い豊かな沙羅双樹の茂った美 しい園であっ

たと云われてます。

このデザインの本質としても,仏陀の誕生の感

じに合った雰囲気のものでなければならないと云

うことから植樹や眺望はこの目的を反映したもの

となり,すべての構造物は最高のデザイン水準で

建築されなければならないなどです。

一

このルンビニ開発プロジェク トは,何年

頃迄に終了するのでしょうか。

ダルシャン これから7年後の '88～ '89年 に終了

2



する予定です。

ネパールの観光開発

―

最後にダルシャンさんの考えるネパール

の観光開発についてお聞かせ下さい。

グルシャン このプロジェク トは,特にそのネパ

ールに於ける観光開発の可能性をたくさん含んで

おり,我々は多くの巡礼者を魅惑するものと思っ

ております。ルンビニ・プロジェクトには,経済

的 。発展的 。論理的 。歴史的・観光的……等いろ

んな面でネパールの観光開発のための多くの可能

性があると思います。

あなたもご存知のように,我が国にはヒマラヤ

に代表されるような自然の美 しい所が沢山あって ,

あなた方の眼を楽 しませてくれます。

また,多 くの観光客は,カ トマンズやパタン,

バ ドガオンなどその街自体が魅惑的な場所を訪れ,

そこに住む人々との触れあいを楽 しんでおります。

このカトマンズにも小さな開発は見られ,あ な

たの云うようにモダンな建物が増えています。 し

か し,我々はカ トマンズには古い建物が似合うよ

うに思います。古い街,お祭 り,風習と云ったも

のに大変興味があって訪れるのではないでしょう

か 。

我々は,こ のル ンビニ・プロジェク トも観光開

発の一つと考えております。この地をスワヤンブ

ー,ボ ー ドナー ト,パ シュパティナー トなどのよ

うに多くの巡礼客の訪れる地としたいと思ってま

す。近 くにはポカラ,タ イガー トップなどがあり

ます。ポカラではホテルの部室か ら雄大なアンナ

プルナやダウラギリ山群を眺めることができます

し,タ イガー トップでは興味ある動物観賞を味わ

うことができるでしょう。政府で も多 くの観光プ

ランを企画 しております。

一

私も昨年,カ ンチェンジュンガ遠征の後 ,

ポカラからタンセン,ル ンビニと訪れ,最後はチ

トワのナショナル・パークヘ寄って象に乗ってジ

ャングルを遊覧してきました。大変思い出深いツ

ァーで した。

ダルシャン 我々は多くの観光客が訪れてくれる

ことを望みます。特に日本からの多 くの観光客や

巡礼者が毎年訪れてくれることを希望 します。

―

本国はお忙 しいところありがとうござい

ました。明日の日本の休 日を存分に楽 しまれて無

事の帰国をお祈りします。ナマステ

(イ ンタビュー構成 尾形好雄)

ｏ
」
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〔インド〕

インドで異常冷夏

インドの殻倉地帯ガンジス川上流域一帯が,過

去 loO年間で最大の記録的な「雨と冷夏 |に 見舞

われているの農村部では収穫 ,乾燥期の小麦を雨

にたたかれ,大幅な減収は確実とみられている。

政府はすでに被害農家の救済を開始,政府買い付

けの確保に懸命だが見通 しは暗い。世界人口の 6

分の 1をかかえる
｀
人口大国

″だけに,被害が拡

大すれば世界的な殻物市況にも影響すると懸念さ

れている。

インドの 4,5月 といえば例年なら最高気温は40

度にも上がり,人 も動物 もグッタリと活動停止に

陥るほどの酷暑期。空気は乾ききり,暑 さとホコ

リっぱい大気が耐え難い季節だ。

ところが今年は, 3月 下旬以来,強い風を伴う

「雨あらし」が間欠的に北西部一帯を襲っており,

ニューデリーでみると, 5月 前半で過去 100年間

で最高の60ミ リもの雨量を記録 した。この雨の影

響で気温も上がらず,去 る5月 12日 の最高気温は

平年を15度 も下回る24.8度 と,こ れまた5月 とし

ては過去 100年間の最低を記録。 ヒマラヤ山麓の

避暑地では連日,季節外れの雪が降っている。

(5月 17日 朝日新聞)

ヒマラヤ8000キ ロを

徒歩横断

インド陸軍の 4人のパーティーがこのほど, ヒ

マラヤ山脈の東端から西端まで全長約 8,000キ ロ

の徒歩横断に成功 した。

計画責任者が明らかにしたところによると, 4

人は昨年 1月 ,中国, ビルマとの国境のアルナチ

ャルプラデン地区を出発。 475日 後の 5月 5日 ,

K2の東側のカラコルム峠に到着 したという。

昨年のニュージーランド隊に次ぎ史上 2番 目だ

が,イ ンド隊は別コースをとり, 3,000キ ロ長か

った。        (5月 12日 朝日新聞 )

ホテル・ タックス廃止

昨年 2月 1日 から実施されていたホテル・ タッ

クス制度 (外貨で支払う場合10%)が ,今年 2月

28日 付で,全面的に廃止されました。

旅行者にとっては,費用が 1割安 くなる訳けで

グット・ ニュースと云えましょう。

イン ド国鉄料金値上げ

インフレにより 4月 1日 か らイン ド国鉄の全て

のクラスの料金が値上 りしました。

一例を挙げますと

エアコン付ファーストクラス 20ル ピー→25ル ピー

″  寝 台     10ル ピー→12ル ピー

冷房車 (普通車輌)     6ル ピー→12ル ピー

とな ります。インフレと云 って も,イ ン ドの国

鉄は日本の国鉄 とは違い,値上 り料金 もそれほど

ではないようです。

〔:ネ パ…―ル〕

プレ 0モ ンスーン期 ,

日本隊の結果出揃 う .′

プレ。モンスーンのネパール・ ヒマラヤには ,

13ケ 国から35隊の入山があり そのうち日本隊は

12隊が入山 した。以下は日本隊の結果である。

・ ビックホワイ トピーク (7,083m) 東海大山

岳会 。ネパール合同隊,加藤弘司隊長他 8名 , 5

月 3日 と 7日 の 2度にわたって日本人隊員 5名 と

シェルパ 1名が登頂に成功。

0ア ンナプルナⅢ峰 (7,555m) 愛知三河合同

隊,中瀬司隊長他10名 , 4月 24目 に C・ 4(6,350

m)か らC・ 5(6,900m)へ の荷上げ途中に雪

崩にあい隊員 1名 が行方不明となり断念。

・ オンミ・ カンリ (7,028m)東 京都庁山岳部・

ネパール合同隊,金子利三隊長他 13名 , 4月 29日

と5月 1日 の 2度にわたって登頂に成功。登頂者

は日本人隊員 6名。

・ ドルジェ・ ラクパ (6,989m) 豊田山岳会・

ネパール合同隊,田中一典隊長他11名 , 4月 26日

と29日 の 2度 にわたって登頂に成功。登頂者は日

本人隊員全員とネパール人 1名。

4



・ カングルー (7,010m) 群馬県富岡労山隊,

神戸治男隊長他 6名 , 5月 2日 と3日 の 2度にわ

たって登頂に成功。登頂者は日本人隊員 2名 とシ

ェルパ 3名。

・ ニルギリ北峰 (7,061m)石 川県労山隊,杉

下健治隊長他 7名 , 5月 4日 に登頂に成功。登頂

者は日本人隊員 3名 とシェルパ 2名。

・ プルビ。チャチュ (6,658m)大阪府労山隊・

ネパール警察登山探検財団合同隊,安田一郎隊長

他19名 , 5月 1日 と3日 の両日にわたって初登頂

に成功。登頂者は日本人隊員14名 とネパール人 2

名。

・ ラムジュン・ ヒマール (6,983m) 福岡労山

隊,吉野和記隊長他 3名  5月 6日 ,吉野隊長と

女性隊員 2名が登頂。

・ ランシサ・ り (6,300m) 名古屋大学隊,井

上公隊長他 5名 , 4月 23日 ,24日 の両日に丼上隊

長と隊員 3名 それにシェルパ 2名 が初登頂に成功。

・ ヒムルン・ ヒマール (7,126m) 弘前大 。ネ

パール合同隊,明石誠隊長他12名 , 6,800mに 到

着後, 5月 18日 断念。

0プ リクティ (6,720m) ネパール・ HAJ合

同隊,菊地薫隊長他14名 ,初登頂に成功 (速報参照)。

・ チャンラ (6,715m) ネパール・ 同人ユング

フラウ合同隊,今季は偵察活動のみに終る。

〔中 国〕

ナムチャ・ バルワ解禁か/

中国科学院は今年,中国領内のヒマラヤ山脈末

端に管える未踏峰ナムチャ。バルワ (7,756m)

の調査を行うことになり,すでに,同峰への登山

ルー ト調査に赴いた中国国家体育運動委員会調査

隊が,ル ート調査を終え,北京に戻ったと伝えら

れている。      (5月 21日  朝日新聞)

チベットにリチウムの宝庫

中国地質鉱産省の言明として伝えるところによ

ると,チ ベットで基礎的調査の結果明らかにされ

たリチウムの埋蔵量は,世界の総埋蔵量の半分近

くを占めているとのことである。

HIMALAYA NEWS■ ■:

中国は50年代の中ごろ,チ ベットの多 くの塩湖

の沈積物中にあるリチウムを発見 していたが,80

年からチベット北部地区の塩湖で 600余のサンプ

ルを採取 し,こ れらの塩湖に,豊富な工業価値を

持つ リチウム鉱が含まれ,工業化が比較的容易で

あることが裏付けられた。

(註 )リ チウムは21世紀のエネルギーとして期

待されている核融合の燃料 。三重水素の原料とな

ることから資源として注目されている。身近なと

ころでは, リチウム電池として電卓,時計,カ メ

ラなどに使われている。 (5月 19日  朝日新聞)

「写真集・世界の秀峰」
写真展開催のお知 らせ

山岳写真家の風見武秀氏の標記写真展が下記の

通り開催されますのでご案内致 します。

記

期間 6月 24日 (木)～ 30日 (水 )

場所 新宿・野村 ビル lFエ ン トランスホール

東京集会のお知 らせ

6月 の東京集会は,昨年の春にチョー・ オュー

に出かけられた大野雅久氏を講師にお迎えして下

記の通り行いますので会員の皆さん !友人などお

誘いの上是非お出かけ下さい。

大野さんは日本・ネパール合同チョー・ オュー

登山隊でマネージャーも務められ活躍された方で

す。スライドを交えながら楽 しい夕べを送りたい

と思います。

記

日時  6月 28日 (月 )p.m 7:00～

場所 HAJル ーム

高所食の新製品

(株)エ ムパイャフーズからこのたび,「 ラフコ

アウ トドァーフーズ」シリーズとして,い ろいろ

な日本の味が発売 されました。登山隊のご用命に

は若千の割引サービスをするそうですのでご利用

下さい。
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(新 製品)五 日飯,おかゆ,き んぴら煮,ひ じ

き煮,卯の花煮,ひ き割納豆,野沢菜漬,なす漬 ,

たまねぎ, じゃがいも,ほ うれん草,人参 (イ チ

ョウ切),ね ぎ (ス ライス),油揚,味嗜汁,切干

大根,大根おろし。

連絡先 (株)エ ムパィャフーズ

東京都港区芝 5-34-6 新田町 ビル

TEL 03(455)1941(代 )

会員名簿の件

HAJ事 務局では只今,新 しい会員名薄を作成

しておりますので,住所,勤務先等に変更のあっ

た方は至急,HAJ事 務局までご連絡下さい。

連絡先 〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506

日本 ヒマラヤ協会 

82'藤江幾太郎
山の画展開催

藤江幾太郎先生の北海道から九州まで,日 本の

山々とネパールの作品 (油 100～ 0号)30点が出

品される画展が下記の通り開催されます。

記

日 時 6月 29日 (火)～ 7月 4日 (日 )

11:00～ 18:30(最 終日17:00)

場 所 朝日アー トギャラリー

82年クン登山学校隊
富士山合宿報告

'82年 クン登山学校隊は,ゴールデンウィーク

の 5月 1日 から3日 にかけて富士山で合宿を実施

しました。

全員が参加 して行われた合宿ですが,生憎の悪

天候のため,行動の方は 9合 5勺での幕営にとど

まりました。下山後は山麓の民宿で各担当の ミー

ティングが行われ,最終日は付近の雑木林でユマ

ーリングの訓練を行って散会となりました。

ブリクテイ隊からの便 り (第 1便 )

ナマスカール ! キャラバン途中か らの第 1便

です。

予定通リポカラに 4月 23日 午後到着。夕立の中

の「ヒマラヤ ン・ ホテル」入りでしたが,3日前

にカ トマンズより送ったナイケの働きで, 1泊 し

たのみで,翌 24日 朝 10時にはポカラを出ることが

できました。例によって予定よリポーターが増え

計 127名 (内 ナイケ 2名 )と なりました。カトマ

ンズからは古いポーター達が集って来て,何 と52

名もが来ています。今後の働きが楽 しみです。

今日でキャラバ ン4日 目,有名なゴラパニの丘

泊りです。我々の高度計で 2,820m,ア ンナ・ サ

ウス,ニ ルギ リ,ダ ウラ山群が顔を出 してくれま

した。

初日は,ス イケット,カ ーレ, ヒレ (テ ィルケ

ドンガの少 し前)と 泊って来ましたが連日,午後

からの夕立 (シ ャワー)で ヒマラヤはチョロッと

見えただけでしたが,明日の朝は,き っと皆を喜

ばせてくれるものと思います。

ネパール人メンバーを紹介しておきますと, リ

エゾン・オフィサーの B・ B・ タパ。体操の先生

でいい男。真面目一徹過ぎるサブ・ インスペクタ

ーである。

そして, ネパーフレ人メンバ`一が 2人。 タシ・ シ

ャンブーとキシュール・バッタライの 2人共,登

山家と認められる程,山好きだし,タ シはマナン

の登山学校の時,チ ュール西峰,東峰,ピサン・

ピーク,ニ ァッタ・ ピークなどに登っている。イ

タリアンの合同隊のメンバーでもあり,昨冬のフ

ランス, イヴァン・ ジェラル・ディーンのマカル

ー西壁の時の リエゾン。登り調子だし快適な男。

キシュールは,マ ナンの登山学校卒でライジン

グ・ネパール紙の記者。 トレッキングは数多く,

東から西まで仕事のほかでも歩いている。特に'75

年にハーマン・ ドース (英国の学者)と ムスタン

調査を 6ケ 月もやっているので物凄 く便利です。

英語が抜群だし,タ シ同様,紳士で丁度ラビさん
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(註 :カ ンチの L・ 0)みたいにいい男。

そしてケサン・ナムギャル氏,ラ サの貴族の出

で東京外語大や国士館で講師をしていたチベ ット

人。前ムスタン国王の娘婿。物凄いジェントルマ

ンで勿論,英語,日 本語,ネ パール語ができるし,

ムスタンに毎年行っていろいろやっているので今

回もまた,い ろいろやって くれると言っている。

いずれにしても,日 本人11名 ,ブ ラーマン 1名 ,

シェルパ 1名 ,チ ベット人 1名 ,チ ェトリ (リ エ

ゾン)1名 と云うチームの割には,そ れぞれがそ

れぞれをたてながらムー ドとしては,なかなかい

いムー ドです。このまま,何とか成功のまま終り

たいと念願 しています。

また次の便で詳しく書きますが,今後,明 日か

ら4日 間でジョムソン (タ トパニ,ガサ,ッ クチ

ェ, ジョムソン)。 そして 2日 位,ポ ーターを入れ

替えて上へ。BoCま で 7日 をみているが,10日 は

かかりそう.ま して氷河までとなると,ま たカ ト

マンズ 。ポーターに活躍 して貰うことになるでし

よつ。

今回は,取 り急ぎ全員元気でキャラバンを続け

ているということを遅咲きのシャクナゲが咲 くゴ

ラパニよリナマスカールです。   菊地 薫

ブリクティ隊からの便 り (第 2便 )

5月 5日 ,タ ンゲ村よリナマステです。

隊員一同,皆元気でキャラバンも何とか順調で

す。

4月 28日 ,ゴ ラパニの丘でダウラギリ山群 とア

ンナ・サウス,フ ァングを見ながらメイルを送っ

て以来ですが,そ の後 ,タ トパ ニ ,ガ サ ,ツ ク

チェとまずまずのペースでキャラバンを進め, 5

月 1日 に無事ジョムソンに着きました。然 し,こ

こで一騒動持ち上がりました。我々の L・ 0(リ
エゾン。オフィサー)が ,ム スタンと云うことで

かなり神経質になっておリアプローチ・ルー トが

チャンラ経由が駄目でタンゲ経由となって しまい

ました。

タック・ コーラの素晴らしい景観。連日雨だっ

たのが ドライ・ エリアに入るや毎日,ダウラギ リ

やニルギ リを眺めながらの素晴しいキャラバ ンと

HIMALAYA NEWSI■
|

は裏腹に L・ 0の神経質ぶりには悩まされており

ます。

兎 も角,何 とかジョムソンを 1日 の停滞もなく

出発 し,5月 2日 ,カ グベニに着きました。

やはり,カ グベニの上は全 くのチベットで,タ

ンベ,チ ョサンと村を過ぎ,チ ョサ ンの直 ぐ上の

小さな村,チ ョナム (ラ タンの下方 lkm)で 5月

3日 は幕営 しました。

このチョサン (チ ョナム)か らはカ リ・ ガンダ

キの左岸の大きな河岸段丘の丘を越えて昨夜は山

中にビバーク。 4,000mの峠越えのある辛い道で

した。そして 5月 5日 ,本 日,こ こ 3,300mの タ

ンゲ村。全くのムスタン的な村ですが,こ こまで

到頭 1つの村もない厳 しいキャラバ ン (2日 間)

となりました。でも, ぐんぐん近づ くムスタンの

谷とチベットのプラトー,何か空怖 しさすら感 じ

させる「孫悟空」の世界です。ほんの少 しの緑と

全 くの砂漠。雪山はガンダキの両岸にほんの少 し

だけ,やはり, トランスヒマラヤです。

明日からは,こ こタンゲから BOCに 向けて ト

ランスポートです。40人 の KTMポ ーターを残 し

てますので偵察とルー トエ作を含め,テ ー村から

コーラ沿い (テ ーチェンからナムタ・ コーラ)に

5日 間でも BoCと云 う所でしょうか ?

今,予定より2日 先行 してますので 5月 10日 ご

ろは B・ C入 り出来ると思われます。

いずれ BoC建設については次便になりますが ,

取材 との兼合いもあり,こ こをベース・ハウス,

テーあたりに仮 B・ Cを置いてやろうと思ってい

ます。(山から遠いので大分苦労 していますが)20

日間 もあれば登れる山で しょう。丁度, 5月 一杯

かかりそうです。調子 (体調)は ,皆 まずまずな

ので今の所安心です。ポーター管理 は じめ全て (金 ,

医療,装備,etc ……)が小生処理なので少 し大

変ですが,5月 中には何とか結着をと思ってます。

取 り急ぎ乱筆にて宣 しくご判読の程。 草々,

タンゲ・ コーラとヤク・ コーラの出合のひっそ

りとしたオアシスにひっそりと眠るチベットの村・

3,300mの タンゲにて   キクチ

(長い便りでしたので途中,割愛致 しました。)
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日本ヒマラヤ協会通常総会報告

昭和 57年度

本年度通常総会は, 5月 最後の日曜日に八丁堀の東京都勤労福社会館で行われました。

当日はヒマラヤ登山実践研究会の旗上げ式もあったことから東北 。四国 。中国地方など,

遠方からの会員の方も出席され,次のような経緯で無事終了しましたのでご報告致 します。

1.日  時 昭和57年 5月 30日 (日 )午後 1時 15

分～ 2時 35分

2.場 所 東京都勤労福祉会館

3.出席者 本人出席25名 ,委任状提出者 241名 ,

計 266名 。 (定 款第25条の規定によ

り 1/3以上の出席により成立。3月

31日 現在会員数 731名 ,4月 1日 以降

入会者 16名,計 747名 が現会員数 )

4.次 第

1)開会 柴田会長に代って山倉副会長が開会

を宣 し,挨拶を行った

「昨年は,本協会が発足してから初めての大

きな遭難事故に見舞われ,ナ ンダ・ カー トに

於いて 7名 ものカメラー ドを失なうこととな

り誠に悲 しみの深い年となりました。会員の

皆様には一早 く暖かい御支援・御協力を賜わ

りました御陰で協会の方もなんとか立ち直り

を計ることが出来ました。

57年度は, よリー層の内容の充実に力を注

ぎたい。」

議長には定款の定めるところにより山倉副

会長があたり,書記に尾形好雄 (事務局職

員),議事録署名人に出席者の中から稲垣公

平氏,飛田和夫氏を選んで議事に入った。

2)議事

議案各号に関 して稲田専務理事と山森事務

局長より説明がなされ質議に入 った。

①議案第 1号 昭和56年度事業報告について

別紙報告を異議なく承認 した。56年度は,

カンチェンジュンガ特別事業が終 ったあと

ナンダ・ カー トの遭難事故が起 こり,こ の

事後処理のために,あ らゆる一般事業に支

障をきたした。

②議案第 2号 昭和56年度収支決算報告につ

いて

別紙報告について,黒川,藤江両監事に

よる監査報告のあと審議に入 り,異議なく

承認 した。

③議案第 3号 昭和57年度 事業計画につい

て

57年度は,別紙計画 (案 )の とおり専門

研究会の統廃再編と新規研究会を育成 して

充実 した実践活動を展開 したい。また,「 ヒ

マラヤ研究所」の具体化を推進強化 し,こ

の機能と連携 した情報管理事業,ナ ンダ・

カー ト遭難事故によって滞 っている出版事

業等の軌道復帰に力を注 ぐ旨の説明があり

質議を行った。異議なく承認 した。

④議案第 4号 昭和57年度収支予算書につい

て

別紙予算 (案 )の とおリー般会計, ヒマ

ラヤ研究所会計,別途会計予算の提案があ

った。負担金収入,ナ ンダ・ カー トカンパ

収入について質議があり,負担金について

はカンチェンジュンが学術遠征隊員への追

徴金であり,ナ ンダ・カー トカンパは引き

続き第二次カンパ活動として新規加入者等

にも呼びかけていく所存であるとの説明が

あった。

また,管理費における給与・手当が増額

された点について質議があったが,今年度

から事務局体制の強化から専従事務局員 2
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名,パー ト1名の陣容による増額であるこ

とが説明された。

その他,異議なく承認 した。

⑤議案第 5号 役員および評議員の一部補充

について

近藤龍良理事の辞任に伴ない残任期間の

補充として事務局の尾形好雄会員に理事を

お願いしたい旨の提案がされた。異議なく

承認された。

九州,四国,中国の 3地区を主体として

評議員を一部補充 したい旨の提案がされた。

評議員は各地区から人選された人を理事

会で承認 した上,総会で決定となる訳であ

るが,そ うなると 1年間のブランクが生ず

ることとなるので理事会に承認 。決定とい

うことを一任 して頂きたいとの補足説明が

あり,異議なく承認された。

⑥議案第 6号 会員の除名について

定款第 7条に従 って過去 3年間会費を滞

納 した会員77名 が除名対象者として上げら

れた。

再三の督促にも応 じない77名 の除名は,

異議なく承認された。

(尚 ,こ の77名 の除名者数 は会員総数

747名から差 し引いてあるので収入支出予

算に変動はないことが補足された。)

5.その他

事務局連絡

(閉会  14時35分 )

※ 総会終了後,同会場において,小方全弘氏に

よる「最近のブータンを語る」講演会を予定 し

ておりましたが,当 日,講師の都合に依 り開演

出来ませんでした事を深くお詑び申し上げます。

昭和56年度事業報告書

自 昭和56年 4月 1日

至 昭和57年 3月 31日

I 定款第 4条第 1項 にもとつく事業 (ヒ マラヤ

に関する総合的な資料と情報の収集・整理・

保存およびそれらの利用希望者に対する便宜

―-9-

供与 )

1.情報管理事業

昭和57年度より「 日本 ヒマ ラヤ研究所」へ

全面移管を前堤として下記の事業を行った。

1)会員内外に対する情報提供と登山・ 踏査

・ トレッキング計画の企画・研究等の指導。

2)文献・諸資料の レファレンスサービス(な

お,地図等簡単に入手可能なものについ

ては遠慮いただいた。)

2.日 本 ヒマラヤ研究所設置事業

設置のため下記の基礎的検討を行い一部体

制づ くりに着手 した。

1)施設・設備の設置と運営計画の策定。

2)文献調査と調達開始。

3)研究および情報管理 システムの検討。

4)財務渉外。研究所の設置運営に必要な財

政基盤確立のため,資金導入について交

渉 した。

Ⅱ 定款第 4条第 2項 にもとづく事業 (登 山をは

じめとする野外活動 と関連する諸分野に関す

る研究活動 と成果の公表 )

1.調査研究事業

1)専門研究活動の再編強化 と育成

ブータン研・チベット研 0東部 ヒマラヤ研

・ ラダック研 。ワハン研・宗教研 。地図

研等既存研究会の再編について検討 した。

又,新規研究会については,指導の結果

「 ヒマラヤ登山実践研究会」が発足する予

定である。

2)高所登山における事故防止に関する調査

研究。

続発する高所登山の事故を分析 し防止の

ため研究成果をヒマラヤ 119号 ,山 と渓

谷 535号,岳人 415号等に発表 し,HAJ
主催の日本ヒマラヤ会議,日本山岳協会

主催 。海外登山遭難対策研修会,東京都

山岳連盟主催 。海外登山研究会を通 して

発表 した。

2.出版事業 (研究 。報告 )

1)カ ンチェンジュンガ学術遠征隊報告書の

発行 (7月 )。

2)ヒ マラヤ登山「やること,や るべきでな



いこと」翻訳出版 (57年 1月 )

3)イ ンドヒマラヤの手引 (初版)発行 (57

年 1月 )

4)登山学校・ ケダルナー ト隊報告書準備。

5)登山学校・ナンダカート隊事故報告書準備。

6)カ ンチェンジュンガ学術遠征隊公式報告

書発行準備。

7)ラ ンタン・ り隊報告書発行準備。

3.関連学術事業

ネパールヘ 1名派遣。

Ⅲ 定款第 4条第 3項にもとづく事業 (ヒ マラヤ

ヘの登山をはじめとする野外活動・研究・調

査などの団体の派遣 )

1_カ ンチエンジュンガ学術遠征派遣事業

登山隊22名を派遣 し5月 9日 ,主峰に 6名 ,

ヤルン・ カンに 5名が立 ったが縦走は中止

した。学術隊を第一次～第二次にわたって

派遣 し成果を上げた。(な お,こ の事業は(財 )

車両競技公益資金記念財団の助成により行

われた。)

2.高所登山事業

1)ネ パール・ ヒマラヤ遠征隊と派遣

イ)ラ ンタン・ り (7,239m)に 7名を派

遣 し10月 10日 ,初登頂に成功 し合計 6

名が登頂した。

口)ブ リクテイ (6,720m)を ポス ト・ モ

ンスーンに予定 したが,ア プローチの

事情で57年度に延期された。

ハ 冬期エベレス ト (8,848m)西稜を計

画 し出発直前であったが,登山学校の

事故により中止 した。

2)イ ンド・ ヒマラヤ遠征の具体化

サセル・ カンリ (7,672m)の 渉外を行

い,パ ンディム (6,691m)偵 察隊は中

止 し,渉外のみに終 った。

3)登山許可申請と取得

イ)ネ パール・ ヒマラヤ

057年秋のテイリッツオ・ ピーク(7,134

を申請 したが不許可となった。

・ 61/62年冬期エベ レスト (8,848m)

等の渉外を行 った。

4)ポ ス ト・ カンチェンジュンガ計画の樹立

高所登山委員会において検討 し,60年 K2

集中,61/62年 冬期エベレス ト構想を策

定 し,冬期エベレストについては渉外を

行 った。

3.野外活動事業

ムスタン王国踏査隊の派遣。

10名 の隊を56年 9月 ～10月 に報道機関との

提携のもとに派遣する予定であったが,許

可条件等で高所登山事業へ移管 した。

Ⅳ 定款第 4条第 4項 にもとつく事業 (機関誌そ

の他の刊行物,登山・野外活動訓練事業,研

修,各種の会合によるこの分野の健全な発達

をはかるための指導・啓もう活動 )

1.機関誌発行事業

「 ヒマラヤ」第 114号 ～ 125号 の発刊 (第

二種郵便物扱,毎月 1日 発行,毎号24～ 30

ページ)

2.出版事業

1)年報「HIMALAYA」 第 2号発行準備

を行った。

2)英字誌「ザ・ ジャパニーズ・ ヒマラヤン

・ ジャーナル」第 1号の発行準備。(58年

度当初に発行予定)

3.ヒ マラヤ登山学校事業

1)第 5回 ヒマラヤ登山学校の実施。

インド,ナ ンダ・ カート (6,61l m)に

インストラクター 2名を含む 8名 を派遣

したが, 9月 27日 から28日 にかけて,第

3キ ャンプ (約 6,000m)に滞在 してい

た 7名 が消息を断ち遭難となった。

2)ナ ンダ・カー ト峰捜索隊の派遣

上記遭難により,HAJ・ 遺族 との合意

に基づいて捜索隊を派遣 (10月 ～12月 )

したが成果は上がらなかった。

3)第 6回 ヒマラヤ登山学校の準備・訓練

クン (7,077m)ヘ インス トラクター4

名を含む16名 を派遣する計画で,隊編成

と訓練および実務準備を推進中。

4)第 7回 ヒマラヤ登山学校の許可取得。58

年度実施予定で進めた。 (ヌ ン・ 7,135m

許可内定)

5)イ ンス トラクターの検定と登録
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登山学校指導員 (イ ンス トラクター)の

候補者の選定を行った。

指導員との契約原案を策定した。

4.野外活動事業 (セ ミナー トレッキング)

1)第 2回 セ ミナー トレッキング隊派遣準備。

ネパール・ ヒマラヤ, ロールフリン地域

へ20名 (イ ンストラクター 2名含む)を

12月 ～57年 1月 (21日 間)に派遣すべ く

計画したが中止。

2)第 2回 セ ミナー トレッキング隊派遣。

カラコルム・バツーラ山群へ10名を派遣

すべ く推進中。

3)第 3回 セ ミナー トレッキング隊派遣準備。

57年 12月 ～58年 1月 の予定で隊編成を進

める。

5.指導 。啓 もう事業

1)日 本 ヒマラヤ会議の開催。

6月 ～57年 3月 ,札幌・秋田・京都・仙

台・前橋 。高知・福岡で日山協との連携

のもとに実施 した。各会場20～60名。

2)地域 ヒマラヤ集会の開催。

広島・長崎で情報を中心に実施,各会場

20～ 30名。

3)定例集会。

東京 (毎 月)。 札幌 (隔 月)で毎回のテ

ーマにもとづいて開催 した。

4)小集会。

各地で要請および必要に応 じて開催 した。

5)イ ンド・ ヒマラヤ研究集会。

8月 に札幌でインド登山財団総裁 HoC・

サリーン氏を迎えて行 った。

6)第 3回インド・ ヒマラヤ会議の開催。

旧インド・ ヒマラヤ情報交換会。56年隊

の報告および57年隊の計画検討・研究。

57年 1月 (東京)30名。

7)ネパール・ ヒマラヤ研究会。

7月 に東京でネパール政府観光省登山部

長 S・ Rシ ャルマ氏を迎えて行った。35

名。

8)野外活動研修会 (秋のヒマラヤ集会 )。

セ ミナー・ トレッキング中止のため中止

した。

9)高所登山懇談会の開催。有識者による討

論会 (公開 )。

ナンダ 0カ ー ト遭難事故のため中止 した。

10)公式報告会。

カンチエンジュンガ隊 (9月 )東京。80

名,ラ ンタン・り隊 (12日 )長井。100名

11)壮行会

各隊について出発約 1ケ 月前に行 った。

計画発表と地域事情伝達。

V 定款第 4条第 5項にもとづ く事業 (そ の他,

前条の目的を達成するために必要と認める事

業 )

1.国際交流事業

1)外国代表の招請。

インド登山財団総裁 H・ C・ サリーン氏を

招請 し,パーティ懇談会および研究会を

開催 した。 (8月 )

ネパール政府観光省登山部長 S・ R・ シャ

ルマ氏を招請 し,パ ーティ懇談会および

研究会を開催 した。 (7月 )

2)ヒ マラヤ諸国登山関係者 との懇談。

ネパール登山協会 (NoM・ A)幹事 N・

MoS・ プラダハン氏が来 日し,有志で歓

迎会を行 って情報交換を行った。 (2月 )

東京20名。

3)代表派遣。

ネパール,ネパール登山協会(N・ M・ A)

へ 1名 を派遣 し合同登山についての情報

交換を行った。

4)各国山岳団体・機関との情報提携。

英・米・仏・ スイス 0カ ナダ・ ニュージ

ーランド・ スペイン・ ポーランド・ ドイ

ツ・チェコ・ オース トリア・台湾・ コー

リア 。その他と機関誌交換および情報提

携を行った。

2.国内関連団体との協調

日本山岳協会 。日本山岳会・ その他関係団

体と事業提携・協力・情報交換などを行っ

た。

3.組織の整備

1)社団法人設立許可。

年度内の早い時期の許可を予定 し,当局
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の御指導を得て進めたが,現在 も進行中。

2)基本財産の充実。

引き続き拠出金・寄附金等により推進。

3)執行体制の強化。

専門委員会スタッフの増員。

4.その他

1)運営諸程 。規則等の整備。法人として必

要とされるものの整備。

2)事務整備。事務処理方式の合理化 と統一。

3)ナ ンダ・ カー ト事故関係。

イ)説明会。 10月 4日 ,御家族・友人・報

道に対して行った。 (東京)

口)隊長帰国報告。10月 31日 , 一同上―

ハ)捜索隊帰国報告。12月 20日 ,一同上―

二)合同追悼会。12月 20日 ,御家族・友人・

報道の参会を得て執 り行った。(東京)

ホ)各家葬儀。 1月 ～ 4月 に各家で執 り行

なわれ関係者が参列 した。

昭和56年度収支決算報告

自 昭和56年 4月 1日

至 昭和57年 3月 31日

I一 般 会 計

収 入 の 部

1.132.

66.

△ 14.

1.080,

014

(単位 :円 )

支 出 の 部

(単位 :円 )

事業収入

雑収入

受取利息収入

賃貸料収入

その他雑収入

144.000)

50,000

24,000

70,000

1.276.014)

116.014

10.000

1 080,000

特別会計繰入金

別途会計繰入金

540.000)

0

540.000

25.651

0

25.651

(△ 514,349

0

A514.349

繰入金収入

前期繰越剰余金

前期繰越剰余金

前期修正

31.217.347

(   13.347)

13.347

( 1,150.000)

20.015.211

7.835.099)

i3.347

7,821.752

( 7.821.752)

7.821.752

ら11.202,136計

勘   定 科    日 決 算 額 増・減 (ハ )

大 科 日 中 科 日
予 算 額

(   410.000)

410,000

130.980)

130.980

(A279.020)

A279,020

基本財産運用収入

基本財産利息収入

側
　
面

崚
　
″

(   550.000)

550.000

人会金収入

^f,+{x^
会費収入

通常会員会費収入

賛助会員会費収入

5.560.000

5.160,000

400.000

2.575.840)

2.475.840

100.000

(△ 130.000)

△ 130,000

(Δ 2.984.160)

2.684.160

●300,000

情報管理事業

調査研究事業

登山学校事業

高所登山事業

野外活動事業

指導啓もつ事業

機関誌発行事業

:L版 事業

関連学術事業

国際交流事業

その他事業

50,000

30,000

10.000.000

1,040.000

3.800,000

1.700.000

1.400,000

5.050,000

100,000

780.000

50,000

7.751.627

0

0

5,380.000

80,000

0

507.400

848.350

358.142

0

577.735

0

● 50.000

.ヽ  30.000

4,620,000

ハ 960,000

3800,000

1 192.600

A551.650

4.691,858

.ヽ 100,000

△ 202.265

A 50,000

16.248.24.000,

給料・ 手当

旅費交通費

通信運搬費

電話費

文具費

消耗品費

営繕費

イ1器 備品費

印刷製本費

図書費

賃貸料

光熱水費

会議費

諸税会費

交際費

広報費

襦利|′ 生費

法人諸費

8 136.000

4.400.000

250.000

330.000

480,000

90.000

40,000

20.000

250,000

550.000

40.000

1.200.000

120.000

70.000

30.000

30.000

90.000

30.000

50.000

12.000

10.000

44.000

8 116 769

4.560,494

307.210

339,940

559.270

29,089

85.910

10.600

0

477.360

44.990

1.233.900

133.514

93,955

10.000

4.000

176.780

19017

12,600

18 140

0

160.494

57.210

9.940

79.270

60.911

46.910

9.400

250.000

72.640

4.990

33.900

13.514

23.955

26.000

86.780

10,983

37.400

6 140

10.000

44.000

I rut+

ol.・

管 費

中

イ
一　
　
　
　
　
・Ｌ
　
　
・一
　
　
・●

予 算 額 決 算 額 増・ 減 (ム )

諸謝金

雑 費

(..  19.23

1登 山学校事業費

1高所登山事業貴

!野外活動
.I業

貴

|1静卑啓 もう11■ 費

1機関誌発行事業費

1出版事業費

1関
連γ術 1'業 資

'国
際交流 1'業 費

19910.000

40.000

100.000

7 800.000

930.000

3.200.000

1.220.000

1 900.000

3.500.000

300.000

900,000

20 000

0

0

4.254 761

271.702

0

1.036.718

2.237.125

347 690

1.660.821

.・    40.000

._  100.000

..3.545.239

・・  658.298

_■ 3.200,000

/1  183.282

337,125

. 3.152 310

1・   300.000

760.821

1    2().000

0 . -1  300.000

|(

事 業 費

繰 人 令 2.670 000

棗入0

'j引

“"人
支 出

.‐ ,1370.000

■ 1.000.000

2.077,485

0

2.077.485

9.808.817)(△ 10.101.183)

その他事業費   |

l.370,000 1

300.000 1

1 000.000 1

2077485

0

"会
`il:`1入

'11

情報管理事業費

調査研究事業費

‐.  592.

予 備 費

予備費

500.000

500,000

′.  500.000

:'1 500,000

次期繰越

:|

次期繰越 10.793

11.202.136

1.347

31 217 347

12.140

20,015.211
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絲
】

勘 定 科 目 予 算 額 決 算 額 増・ 減 (△ )

基本財産運用利息

指定寄附金収入

法人化拠出金収入

終身会員収入

一般会計繰入金収入

雑収入

前期繰越収支差額

410,000

2,000.000

240,000

500,000

1.370,000

1.000

7.058,750

130,980

0

37.000

325,000

0

0

7.058,750

4́ゝ  279.020

どヽ 2.000,000

′
`ゝ

 203.000

′ゝ  175.000

△ 1.370,000

.`,,    1.000

0

il 11.579,750 7.551.730 △ 4,028.020

勘 定 科 日 予 算 額 決 算 額 増・ 減 (A)

一般会計支出金

雑 費

次期繰越収支差額

410.000

10.000

11.159 750

130,980

0

7,420.750

′全ゝ 279.020

と、  10.000

,イ 、ヽ3,739.000

計 11.57t).750 7.551,730
`1、

4.028.020

Ⅲ 別 途 会 計

収 入 の 部

Ⅳ ヒマラヤ研究所特別会計

収 入 の 部

支 出 の 部

V ナンダカー ト事故特別会計

収 入 の 部

Ⅱ 基本財産会計

収 入 の 部

支 出 の 部

支 出 の 部

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位

(単 位 :円 )

勘 定 科 日 予 算 額 決 算 額

一般会計繰入金支IL

次期繰越収支差額

(退職金引当 )

(運営基金 )

540.000

998.875

500.000

498,875

25.651

208.875

計 1.538.875 234.526

増・ 減 (A)

.′  ゝ 514.349

′′`、  790.000

、́1.304.349

勘  定  千斗 〔1 予 算 額

カンパ金収入

保険金収入

捜索隊負担金収入

一般会計繰人/,

決 算 額

3.190.000

6.000,000

8,995.000

2.077.485

20.262.485

増 ・ 減 (△ )

支 出 の 部
(単 位 :円 )

勘 定 科 日 予 算 額 決 算 額 増・ 減 (△ )

事故処理贅

捜 索 費

4,886.191

15.376.294

20.262.485

勘 定 科 日 予 算 額 決 算 額 増・ 減 (△ )

一般会計繰入金収入

会費収入

寄附金収入

助成金収入

雑収入

計

1,000,000

100,000

1.500.000

4.000,000

50,000

0

0

0

0

0

′へ 1.000,000

′全、  100.000

,へ、1.500,000

`ゝ

4.000,000

△   50,000

6.650,000 ∠さ、6.650,000

勘 定 科 目 予 算 額

2.500.000

800.000

3 230,000

2.200.000)

380,000)

500,000)

150,000)

120,000

決 算 額 増・ 減 (△ )

管理費

初度調弁費

事業費

(文献費 )

(調査研究費 )

(出 版費 )

(交流費 )

予備費

_2.500,000

/ゝ  800.000

`:ゝ

3.200,000

`全

、2.200,000)

△ 380,000)

△ 500,000)

△ 150,000)

′今、  120.000

計 6.650,000 ∠|ゝ 6.650,000

勘 定 科 目 決 算 額 増・ 減 (A)

25.651

0

0

208.875

15,651

Al,020.∞ 0

▲  300,000

0

計

別途積立金運用利息

特別会計繰入金収入

一般会計繰入金収入

前期繰越収 支差額

10,000

1.020,000

300,000

208875

予 算 額

1 538.875 234.526 ∠二1,304.349
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■

総括収入計算表

貸借対照表

(単位 :円 )

(単位 :Fl)昭和57年 3月 31日 現在

財 産 目録

(単位 :円 )

収 入 の 部 支 出 の 部

種 別 金  額 種     別 金  額

入会金収入

会費収入

事業収入

雑収入

前期修正

基本財産運用収入

特別会計繰入金

カンパ収入

保険金収入

捜索隊負担金収入

前期繰越

420.000

2.575,840

7.751.627

1.276.014

7.821.752

130,980

25.651

3.190,000

6.000.000

8,995.000

13.347

一般会計管理費

一般会計事業費

ナンダ・カート事故処理費

ナンダ・ カー ト捜索費

次期繰越

8.116.769

9.808.817

4.886.191

15.376.294

12.140

計 38,200.211 38,200,211

種   別 摘 要 金   額

住友銀行新宿支店 91816

第一勧業銀行高田馬場支店 1259292

584

2.729

3 金銭信託

住友信託銀行新宿支店

12285

127769

127768

127770

2,941.500

2.941.500

4 郵便振替

東京  0-48954

東京 0-164655

554.566)

517.868

36,698

5 未収金

終身会員申込者未収金

指定寄附金中込者未収金

機関誌広告料未収金

5.097.250)

640,250

3.600.000

857.000

6 敷 金

淀橋食糧 ヒル 506号敷金

320,000

320,000

7 保証金

新宿電話局臨時電話架設保証金

100.000)

100.000

8 電話加人権

電話加人権 03-367-8521

( 80,300)

80,300

9 備 |:L

協会事務所備品

( 2,139.466)

2.139.466

10. 帝|11装備

在インド(ニ ューデリー)登 山装備一式

在ネパール(カ トマンズ)登 山装備一式

3.127.000

1 377.000

1.750.000

資 産 合 計

11 未払金

同石倉印刷紙工 (機関誌印刷代 )

国際電信電話m(国際電話料 )

柴田金之助他 9名 (借入金利息)

21 048.772

( 652.000,

117.000

350.000

185.000

12 報告書引当金

ナンダ・ カー ト報告書費

( 1.500.000)

1.500,000

13 預 り金

堂本暁子 (プ リクテイ登山)

宮坂憲一他 7名

722,000)

650,000

72.000

14 前受金

宮崎久夫他88名 (昭和57年 度以降会費)

長 繁夫 12名 (57年 度クン登山学校 )

天城敵彦 (58年 度ヌン登山学校 )

金
「

英一他 4名 (プ リクテイ登山 )

6.833,007)

494.400

4.500.000

100,000

1.738.607

15 借入金

柴田金之助 (ナ ンダ・ カー ト事故用 )

安中 秀子( 1司      上  )

水野  勉 ( 1司      上  )

小林 英見( 同     上  )

沖  允人( 同     上  )

岩水 龍峰( 同     上  )

藤江幾太郎( 同     上  )

館野 秀夫( 同     上  )

阿部  淳 ( 同     上  )

3.700.000)

2.000,000

500.000

300,000

200,000

200,000

200,000

100.000

100,000

100,000

負 債 ・ 引 当 金 合 計 13.407.007

差 引 正 味 財 産 7.641.765

借 方 貸

未  払  金

報 告 書 引 当

預  り  金

前  受  金

借  入  金

別 途 積 立 金

基 本 財 産

次 期 繰 越

652.000

1.500.000

722.000

6.833.007

3,700.000

208.875

7,420,750

12.140

方

登 山 装 備

電 話 加 人 権

金

金

託

替

預
　
信
　
振

通
　
銭
　
便

現
　
並
日
　
金
　
郵

金
　
品

収未
　
備

金
　
金証

敷
　
保

19,532

6,669,158

2.941.500

554.566

5.097.250

2.139,466

3.127.000

320.000

100,000

80.300

計 21.048.772 計 21,048,772

種   別 摘 要 金   額

1現 金

手元現金

19.532)

19.532

2 普通預金

三菱銀行新宿支店

“

55421

三菱銀行赤坂支店 0130785

東商信用金庫新宿支店 063468

第一勧業銀行高田馬場支店 1099791

富士銀行高田馬場支店 59田03

住友信託銀行新宿支店 5136696

6.669,158)

822.465

4,465.043

169,457

1,018,740

22.321

167.819
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昴 名 数 量 評 価 額 備   考

宛名カー ドケース

宛名印刷機

英文タイプライター

英文タイプライクー

スライドプロジェクター

丸いす

ステール机

ステール・ キヤビネット

スクリーン

小型テーブレコーダー

掃除機

和文タイプライター

会 旗

折たたみいす

片そで机・ いす

両そで机・ いす

ファイリング・ キャビネット

書 庫

書たな

レターケース

ガスス トーブ

茶たんす

ふとん

電 子リコピー

タイプスタンド2型

黒 板

ホワイトボー ド

スライドプロジェクター

テープレコーダー (ソ ニー)

会 旗 (大 )

書だな

15

2

1

1

2

2

1

2

1

1

1

1

70.000

120.000

60.000

28,000

30.000

50,000

80,000

120.000

20,000

13.760

13.040

212.696

69.000

45,000

31.000

22.000

10.000

25.0001

22 0001

130001

120001

14 9001

16 7001

171001

710.000

11.250

11,475

10,875

12.000

41,670

31.000

33.000

101,000

62.000

計 2.139,466

備 品 明 細
(単位 :円 )

刊行物棚卸現在高
昭和57年 3月 31日 現在

刊l 行 物     名 数 量

イント・ ヒマラヤのすべて

シェルパの履歴書

カンジュラルヮ初登頂

ヒマラヤ・ 年報 19∞

中央アジア・ シルクロー ド

ヒマラヤ登山 やること,やるべきでないこと

日本カンチエンジュンガ学術遠征隊報告

インドヒマラヤの手引

ヒマラヤを歩き,そ して登るために

機関誌「ヒマラヤ」合本 (101-120)

機関誌「 ヒマラヤ」

153

32

153

237

187

609

255

6

130

8

3.100

昭和57年度事業計画

自 昭和57年 4月 1日

至 昭和58年 3月 31日

I 定款第 4条第 1項 にもとづく事業 (ヒ マラヤ

に関する総合的な資料と情報の収集・ 整理・

保存およびそれらの利用希望者に対する便宜

供与)

1.情報管理事業

「日本 ヒマラヤ研究所」の機能と連携 して

1)会員内外に対する情報提供とトレッキン

グ・ 踏査・登山計画の企画・ 研究等の指

導。

2)文献,諸資料のレフアレンスサービス(電

子コピー)。

2.日 本 ヒマラヤ研究所設置事業

助成金を得て設置 し,本活動の一方の主軸

とする。

1)設備充実と運営開始。

2)文献調査と調達開始。

3)情報管理システム整備と研究方法の策定。

4)財務渉外と専任職員配置。

助成金導入,年内に研究員の配置を進め

る。

Ⅱ 定款第 4条第 2項 にもとづ く事業 (登山をは

じめとする野外活動と関連す る諸分野に関す

る研究活動と成果の公表 )

1.調査研究事業

1)専門研究会活動の再編強化と育成

ブータン研・ チベット研・ 東部 ヒマラヤ

研・ ラダック研・ ワハン研・ 宗教研・地

図研等既存研究会の統廃再編と新規研究

会の育成。

2)高所登山における事故防止に関する調査

研究

2.出版事業 (研究・ 報告 )

1)カ ンチエンジュンガ学術遠征隊公式報告

書の発行 (12月 )。

2)カ ラコルム写真集の編集 (58年度発行予

定 )

3)ラ ンタン・ り隊報告書の発行 (7月 )

4)ナ ンダ・ カート事故報告書の発行(7月 )
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5)ケダルナート隊報告書の発行 (6月 )

6)ムスタン踏査報告書の発行(57年度発行)

7)各隊報告書の編集 (ネ パール,イ ンド,

登山学校 )

8)「 ヒマラヤ」英文ダイジエスト版の発行

3.関連学術事業

ネパールヘ 1名派遣。

Ⅲ 定款第 4条第 3項 にもとづく事業 (ヒ マラヤ

ヘの登山をはじめとする野外活動・研究・調

査などの団体の派遣 )

1.高所登山事業

1)ブ リクテイ(6,720m)登 山の継続。

56年度から引き続き登山中,11名派遣。

2)冬期マナスル (8,156m)登 山隊の派遣。

57年 10月 ～58年 2月 に派遣 (4名 )。

3)チ ョー・ オュー(8,153m)登 山隊の派遣。

58年 2月 ～ 6月 に派遣 (6名 )。

4)K2(8,61l m),ナ ンガ・パルバット(8,125

m)調査隊の派遣。

57年 8月 ～9月 に派遣 (4名 )。

5)直轄プロジエクトの推進。

中期計画によるカンチエンジュンガ遠征

終了後の次期プロジエクトとして次の計

画を推進する。

イ)昭和60年度 (1985年 )K2(8,61lm)

集中登山。

口)昭和61年度 (1986年)冬期エベレス

ト(8,848m)西稜登山。

6)イ ンド・ヒマラヤ未解禁峰への継続渉外。

サセール・ カンリ(7,672m),パ ンデイ

ム(6,691m), シニオル・チュー(6,887

m),カ メット(7,756m),ハ ルデイオール

(7,151m)等 の登山について継続 して渉

外を行い早期実現を目指す。

7)登山許可申請と取得

ネパール 0イ ンド・パキスタン・ 中国に

関 して昭和58年度以降の許可取得と準備

を行 う。

8)壮年登山隊企画準備

壮年会員を中心とした登山隊の実現を目

指 して企画・ 許可取得準備を進める。

9)地域登山計画の推進

各地域会員を主体とした登山隊派遣につ

いて各地域会員との懇談・調査を進め,

その実現を積極的に推進する。

2.野外活動事業(セ ミナー・ トレッキンク
｀
を除く)

中国・ ソ連 。ブータン等で各種の踏査隊派

遣について企画準備を行う。

Ⅳ 定款第 4条第 4項 にもとづく事業 (機関誌そ

の他の刊行物,登山・野外活動訓練事業,研

修,各種の会合によるこの分野の健全な発達

をはかるための指導・啓もう活動 )

1.機関誌発行事業

「 ヒマラヤ」第 126号～ 137号の発刊。

(毎号24～ 30ペ ージ)

2.出版事業

1)年報「HIMALAYA」 第 2号発刊(8月 )

および第 3号編集。

2)英字誌「ザ・ ジャパニーズ・ ヒマラヤン・

ジャーナル」第 1号の発行準備。(58年度

当初に発行予定 )

3)高所登山の手引発行。

各地域別登山の実務を中心とした手引書

を発行する。(改訂を重ねる)

4)カ ンチェンジュンガ・ ノンフィクシヨン

の発行。

3.ヒ マラヤ登山学校事業

1)第 6回 ヒマラヤ登山学校の実施。

インド,ク ン(7,077m)に インストラ

クター4名を含む17名 を派遣す る。(7

月～8月 )

2)第 7回 ヒマラヤ登山学校の準備・訓練。

インド, ヌン(7,135m)ヘ インス トラク

ター4名 を含む20名 を派遣する計画で,

隊編成と訓練および実務準備をすすめる。

3)第 8回 ヒマラヤ登山学校の許可取得。

59年実施予定で進める。

4)イ ンス トラクターの検定と登録。

登山学校指導員 (イ ンス トラクター)の

検定を実施 し,名簿に登録する。

5)指導要項等の策定。

登山学校実施に際しての隊員指導等の内

容について登山学校委員会で策定する。

4.野外活動事業 (セ ミナートレッキング)
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1)第 2回セミナー・ トレッキング隊派遣。

パキスタン,カ ラコルム・バッーラ山群ヘ

10名を派遣。 7月 ～8月 (21日 間)

2)第 3回セミナー・ トレッキング隊派遣準

備。

58年度の予定で隊編成を進める。

3)フ イール ド・ ヮーク講座の実施。

セ ミナー・ トレッキング希望者を中心に

年間継続 した講座を開設 し,セ ミナー・

トレッキングの充実を図る。

5.指導・啓 もう事業

1)日 本 ヒマラヤ会議の開催。

6月 ～58年 3月 ,青森,仙台,前橋,高
知,福岡,大阪,札幌で日山協との連携

のもとに実施する。各会場40～50名。

2)地域 ヒマラヤ集会の開催。

水戸,富山,酒田,名古屋,広島,長崎

で情報を中心に実施,各会場20～ 30名。

3)定例集会。

東京 (毎月),札幌 (隔月)。

4)小集会。

各地で要請および必要に応 じて開催する。

5)カ ラコルム研究会の開催。

パキスタン観光省登山局長アワン氏を迎

えて東京で行 う。(10月 ～12月 )

6)第 4回 インド・ ヒマラヤ会議の開催。

旧インド・ ヒマラヤ情報交換会。57年隊

の報告および58年隊の計画検討・研究。

(1月 )東京。

7)野外活動研修会 (秋のヒマラヤ集会 )

セ ミナー・ トレッキング参加者を中心に

9月 (富士山)実施。

8)高所登山懇談会の開催。

有識者による討論会 (公開)11月 , 3月

(東京 )。

9)公式報告会

ブリクテイ隊 (7月 ),登山学校・クン隊

(10月 ),セ ミナー トレッキング・ カラコ

ルム隊 (9月 ),冬期マナスル隊 (3月 )

等のスライ ド及び映画。

10)壮行会。

各隊について出発 1ケ月前に行 う。計画

発表と地域事情伝達。

V 定款第 4条第 5項 にもとづく事業 (そ の他 ,

前条の目的を達成する為に必要と認める事業)

1.国際交流事業

1)外国代表の招請。

パキスタン政府観光省登山局長アワン氏

を招請 し研究会・ 懇談会パーテイを開催

する。(11月 ～12月 )

2)代表派遣。

ヒマラヤ諸国およびヨーロッパ諸国に代

表を派遣 し,各国関係機関・団体 との交

流を行い58年度以降の招請を行 う。(併せ

て情報網の整備 )

3)各国山岳団体・機関との情報提携。

米・ 英・仏・ スイス 0カ ナダ・ ニュージ

ーランド・スペイン・ ポーランド・ ドイ

ツ・ チェコ・オーストリア・台湾・ コー

リアその他と機関誌交換および情報提携

を行 う。

4)各 ヒマラヤ諸国関係者との交流。

来日したヒマラヤ諸国の登山関係者や在

日大使館関係者と懇談す る。(随時 )

5)パンフレットの作成。

本協会を紹介する英文のパ ンフレットを

作成する。

2.国内関連団体との協調

日本山岳協会,そ の他関係団体 と事業提

携・ 協力・ 情報交換等を行 う。

3.組織の整備

1)社団法人設立許可。

年度内の早い時期の許可を予定 し,当局

の御指導を得て進める。

2)基本財産の充実。

引き続き拠出金・ 寄附金等 により推進。

3)執行体制の強化。

専門委員会スタッフの増員。

4)会員拡大の強化。

イ)一般会員の新規加入のキャンペーン。

口)終身会員への働きかけ。

ハ)賛助会員の獲得。

二)国外会員の拡大。

5)会費未納の一掃。

-17-



6)地域体制の検討

地域体制の確立を地域集会 と併わせて推

進すべ く検討を行う。

4.そ の他

1)運営諸程・ 規則等の整備。

法人 として必要とされるものの整備。

2)事務整備

事務処理方式の合理化と統一。

3)コ ンピューター導入の検討。

4)ナ ンダ・ カート事故関係。

イ)一周忌,並びにベース・ キャンプ地

訪間の実施。

口)イ ンド側協力関係者への御礼。

5)会員名簿等の発行

昭和57年度会員名簿と定款・ 諸規則を合

わせて発行。

昭和57年度収支予算書

自 昭和57年 4月 1日

至 昭和58年 3月 31日

I一 般 会 計

収 入 の 部
陣 位 :円 )

勘 定 科 日
予 算 額 前年度予算額 増・ 減 (△ )

繰入金収入

別途会計繰入金

( 0)

0

(   540,000)

540.000

(△ 540.000)

△ 540.000

前期繰越

前期繰越

計

( 12.140)

12.140

( 13.347

13.347

(Δ l.207)

1.207

32,626.140 31.217.347 1.408.793

支 出 の 部

(単位 :円 )

勘 定 科 目
前年度予算額

大 科 目 中  科  日

給料 。手当

旅費・交通費

通信運搬費

電 話 費

文 具 費

消 耗 品 費

営 繕 費

什器備品費

印刷製本費

図 書 費

賃 貸 料

光 熱 水 費

会 議 費

諸 税 会 費

交 際 費

管 理 費

広 報 費

福利厚生費

法 人 諸 費

手 数 料

諸 謝 金

雑   費

(11.823.000)

7.978.000

400.000

400.000

500.000

90.000

50.000

30.000

100.000

400000

30.000

1.170 000

120.000

30.000

30.000

200.000

'50,000
20.000

50.000

15.000

10,000

50.000

( 8.136.000)

4.400.000

250,000

330.000

480,000

90.000

40.000

20.000

250.000

550.000

40000

1.200.000

120.000

70.000

30.000

30,000

90,000

30.000

50,000

12.000

10.000

44.000

3.687.000)

3.578,000

150.000

70,000

20,000

0

10.000

10.000

150.000

150,000

10.000

30.000

0

40 000

170.000

60.000

10000

0

3.000

6000

予 算 額 増・ 減 (A)

1情報管理事業費

調査研究事業費

関連学術事業費

野外活動事業費

登山学校事業費

高所登山事業費

指導啓 もう事業費

機関誌発行事業費

出版事業費

国際交流事業費

その他事業費

事 業 費
|

(19.910.000)

40.000

100.000

300,000

3 200.000

7.800.000

930.000

1.220.000

1.900.000

3.500.000

900.000

20.000

130.000)

40.000

100.000

300.000

1.300,000

690.000

910.000

250,000

260.000

600.000

700.000

0

4.500.000

7.110.000

20.000

1.470.000

2.160.000

2.900.000

1.600.000

20.000

l

∫

(19.780 000)

研究所会

計へ移管

繰 入 金

基本財産会計繰入金

退職引当金繰入支出金

研究所会計繰入支出金

(   718.000)

300,000

418.000

( 2.670.000)

1.370.000

300,000

1,000,000

(-1.952.000)

.｀ 1.070.000

118.000

Δl.000.000

(Δ  200,000)

△ 200.000

予 備 費

予 備 費

(   300.000)

300,000

(   500,000)

500.000

次期繰越

次 期 繰 越

5,140)

5,140

1,347)

1.347

3,793)

3.793

計 32,626.140 31,217.347 1,408,793

勘 定 科 目
予 算 額

(   250.000)

250,000

前年度 予算額

(ハ  160.000)

_ 160,000

1・・ 減 (′ .)

大 科 日 中 科 □

基本財産運用収入

基本財産利息収入

(   410.000)

410.000

入会金収入

(   750.000)

750,000

(   550,000)

550.000

(   200.000)

200.000

会費収入

通常会員会費収入

賛助会員会費収入

( 5.570000)

4.570.000

1.000.000

( 5.560.000)

5.160.000

400,000

(  10.000)

● 590,000

600.000

事業収入

情報管理事業収入 |

調査研究事業収入 |

関連学術事業収入

野外活動事業収入

登山学校事業収入

高所登山事業収入

′ヒ導啓もう事業収入

機関誌発行事業収入

出版事業収入

国際交流事業収入

その他事業収入

(24.914.000)

}

ヒマラヤ

研究所会

計へ移管

5.460.000

9.230.000

170.000

1.570.000

1.374.000

5.300,000

1,660.000

150,000

(24.000.000)

50,000

30.000

100.000

3.800.000

10,000,000

1.040.000

1.700.000

1.400.000

5,050.000

780.000

50.000

(   914,000)|

A 50.000

△ 30,000

△ 100.000

1.660.000

` 770.000
Δ 870.000

■ 13).000

■   26.000

250.000

880.000

100.000

雑収入

受取利息収入

負担金収入

賃貸料収入

その他雑収入

1,130.000)

50.000

1.000,000

30,000

50.000

144,000)

50.000

0

24.000

70,000

(   986.000)

0

1.000.000

6.000

△ 20,000
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Ⅱ 基本財産会計

収 入 の 部
(単位 :円 )

勘 定 科 Ll 予 算 額 前年度予算額

410 000

2.000,000

240,000

500.000

1 370,000

1.000

7.058,750

増・ 減 (ハ )

A  160,000

ハ 2.000,000

ハ  60,000

1.000,000

▲ 1,070,000

A   l.000

362,000

9,650.750 11.579.750 △ 1.929.000

支 出 の 部
(単位 :円 )

勘 定 科 目 予 算 額 前年度予算額 増・ 減 (△ )

一般会計繰入支出

雑 費

次期繰越金

250.000

0

9.400.750

4100001ヽ 160000

10.000 1  `).    10.000

|

11,159.75o l  … 1.759,000

計 9.650.750 11,579,750 | tr 1,929,000

勘 定 科 目 予 算 額 前年度予算額 増・ 減 (△ )

借入金近済

一般会計繰人支出

次期繰越

2.700.000

0

456.875

0

540.000

998,875

2.700.000

△  540,000

ハ  542.000

計 3.156875 1.538.875 1.618.000

Ⅳ 別 途 会 計

収 入 の 部

支 出 の 部

(単 位 :円 )

単位 :円 )

Ⅲ ヒマラヤ研究所会計

収 入 の 部

支 出 の 部

(単位 :PD

(単位 :円 )

速  報

ブリクテイ(6,720m)初登頂 に成功 /

6月 4日 , カ トマンズからの情報によると

当協会派遣のブリクティ登山隊は, 5月 18日 ,

19日 ,21日 の 3日 間にわたってブリクテイ峰

(6,720m)の初登頂に成功 した。

登頂 したのは18日 に佐久間,土谷両隊員と

ネパ ール人 1名 ,19日 は遠藤,三笠両隊員 ,

21日 は菊地隊長,浅見,寺田,新妻隊員 とネ

パ ール人 1名。

勘 定 科 Li 予 算 額 前年度予算額 増・ 減 (ハ )

印税収入

ナング・ カートカンパ収入

賛 助 金

雑 収 入

別途積立金運用利息

特別会計繰人収入

―般会計繰入収入

前期繰越

計

1.5∝ ,000

3∞ ,0∞

500.000

2()().0∞

30.000

418.000

208.875

10.000

1.020.000

300.000

208.875

1.500,000

300,000

500.000

200.000

20,000

△ 1.020.000

118.000

0

3.156.875 1.538.875 1.618.000

勘 定 科 H f 算 額  1 前年度 予算額 増・ 減 (A)
ハ費収入

調査研究事業収入

情報管理事業収入

寄附金収入

助成金収入

雑収入

―一般会計繰入金収入

900.000

1.500.000

100.000

900.000

2.000.000

0

100.000

0

0

1.500.000

4.000.000

50.000

1,000.000

6.650.000

800.000

1.500,000

100.000

′1.   600.000

▲ 2.000.000

Δ  50.000

A l,000.000

計 5,400.000 Δ l.250.000

勘 定 科 目 予 算 額 前年度 予算額

2.500.000

380.000

0

800.000

2.200.000

0

500,000

150,000

0

120.000

増・ 減 (∧ )

0

120,000

20,000

700.000

A 2,200,000

500,000

△  500,000

へ  150.000

180,CЮ 0

80,000

費
　
費

理
　
査

管
　
調

印刷製本費

費

費

費

費

費

費

費

材

献

料

版

流

　

備

機

文

資

出

交

雑

予

2.500,000

500.000

20.000

1.500.000

0

500.000

0

0

180,000

2∞ .0()()

計 5.400.000 6.650.000 △ ■250.000
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指定寄附金収入

法人化拠tl金収入

終身会員収入

一般会計繰入金収入

雑収入

前期繰越金

250.000

0

180.000

1.500,000

300.000

0

7.420.750

計



特  集

ヽ
ヽ
ヽ

／
ヽ
ヽ

イ

■
′′

コ
ス ―ルの名峰

ク ン(KUN 7,077m)ヘ

1982年 HAJヒ マラヤ登山学校

7.25～ 8.28(35日 間)

昨秋,ガ ールワールのナンダ・ カート (6,611

m)に派遣 した第 5回 HAJヒ マラヤ登山学校隊が,

9月 下旬のヒマラヤ全域にもたらされた驚異的な

豪雪によって 7名の隊員が消息を絶つという遭難

事故に見舞われたことは衆知の通りである。

1978年のヌン (7,135m)に 始まったヒマラヤ

登山学校は,昨年で 5回 目を迎え,それぞれに登

山学校本来の成果を着実にあげてきただけに,協

会の受けたショックは大きくいろんな波紋をなげ

かけた。

7名 ものカメラードを失なう大きな事故のため,

当然の事ながら登山学校事業の在り方についても

いろいろな意見が出された。

其の後登山学校委員会を中心として種々検討が

重ねられた結果,やはり,HAJの ヒマラヤ登山学

校が果してきたこれ迄の役割には大きいものがあ

るという判断から,今回の尊い教訓を生かし,よ

リー層の周到なる準備をもって継続 していくこと

に決定 した。

こうして実施か否か保留になっていた第 6回 ヒ

マラヤ登山学校隊は,正式に実施が決定 し,17名

の隊員 (協会派遣インス トラクター4名 を含む)

が,カ シミールの名峰クン (K un 7,077m)に

向かうことになった。

事故の教訓を生か して今回は, 日本を出てから

帰 るまで35日 間とこれ迄よりも 1週間長く登山活

動日数を取り, 日程に余裕を持たせての基本計画

とし,ま た,チ ーム作りも新年を迎えると同時に

始動 した。すでに 1月 以来 4回の合宿と6回 の集

会を重ね,実務準備を進めてきており,さ らに 6

月中旬には低圧室での急性高所暴露試験 (6,000

mま で)も予定されている。

これらの成果がどう結実するか注目したい。

登山学校の趣旨

日本 ヒマラヤ協会は, 1967年創立以来ヒマラヤ

諸国との友好 。親善相互理解をモットーに,登山・

学術 。その他幅広い分野にわたって各種の文化活

動を展開 しております。1977年 以来毎年実施 し

ております「 ヒマラヤ登山学校」 もその一環であ

ります。

御承知のように, ヒマラヤは地球上で最 も高い

山岳地域であり,そ こでの登山活動は高所という

低酸素化で行われるため,困難かつ複雑な要素を

含んでおります。また,登山許可の取得や,通関

をはじめとする種々の手続き,渉外など登山以前

に処理 しなければならない多くの仕事があります。

ヒマラヤを目ざす多くの岳人たちが,チ ーム作り

の段階や登山以前の問題で種々の壁にぶつかり計

画を断念 しているのが実情であります。

しか し, ヒマラヤの素晴らしさにふれ,その国

と人とを理解 し,高所の登山を実践することによ

って培かわれる「困難」を克服する力は意義ある

ことであり, 1人 でも多 くの岳人にヒマラヤ登山

を体験させようというのがHAJの登 山学校の目

ざすところであります。

この「 ヒマラヤ登山学校」は,確かな技術と経

験を有する指導者 (イ ンストラクター)の統括の

もとに,安全かつ確実を第一義として隊員自身が
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必要とされる諸準備をすすめ,国内での トレーニ        
ング・研究を行い, ヒマラヤの高所を経験 し, ヒ        
マラヤ登山の基礎 と実験を経験 しようとするヒマ   現地連絡先

ラヤ登山のガイダンス 0シ ステムであります。こ    C/O Shikhar Travels Private Ltd

のため隊員も今後とも真剣にヒマラヤ登山を考え,        1701 Nirmal Tower26,Barakha
さらに大きなヒマラヤ計画を進めて行けることを        mba Road,New Delhi:110001
目的としております。                    INDAI
諸外国には,国家の援助のもとに活動 している        C:(New Delhi)42555 42666

この種の学校がありますが,我が国では極めてユ        Telex:031-4364(SHIK IN)
ニークなものであります。                  Graln i SHIKEE
過去 5年間 に実施 した「ヒマラヤ登山学校」   登山計画の概要

は, 1977年秋 ,ガルワール ,タ ルコット峰(6,099   1.目 標の地域・ 山

m)で 日本山岳会 に協賛 して行 って以来,第    インド・ カシミールヒマラヤ,ヌ ン・ クン山群

1回 1978年夏カシミール, ヌン峰 (7,135m)    クン (KUN)7,077m
第 2回 1978年秋 ガルワール, トリスル峰(7,120   2.目   的

m),第 3回 1979年秋バラシグリ,キ ャシードラ   (1)7,000m峰 の短期間による登頂

ル峰(6,400m),第 4回 ガンゴトリ,ケ ダルナー   (2)ヒ マラヤ登山実践の基本の習得

卜・ ドーム(6,831m)と 成果を上げて参りました   3.時    期

が,昨年,第 5回 日としてガルワール,ナ ンダカ    1982年 7月 ～ 8月

―卜峰 (6,61l m)での実際に際 しては,予測をは   4.目 標の山の概念

るかに越えた短時間の大豪雪のため 7名の隊員を    クンの位置と山姿

失う結果となったことは大自然の力とはいえ,大      クン(Kun 7,077m)は パ ンジャブ・ ヒマラヤ,

きな反省材料であります。このことを念頭に置き    カシミールの北西部に位置 し周辺には 7,000m

更にあらゆる角度から再点検を行い 1982年 隊の    を越えるピークはヌン(7,135m)と クン(7,077

実施となりました。                 m)だ けである。

登山隊の名称・ 構成                 一般にはヌン・ クンと続けてよばれているが

1.名   称                   まったく別の山である。クンの周辺には南西,

1982年 日本 ヒマラヤ協会 カシミール・ ヒマラ    約 6kmに カシミールの盟主ヌン(Nun 7,135m)

ヤ登山隊                     がそびえ,北東にピナクル・ ピーク(6,930m),

HAJ KASHMIR HIMALAYA          南にホヮイト・ ニードル(6,600m)等 の山群が

EXPEDITION 1982(略 称HKE'82)      ある。クンは別名「メル=岩山」とも呼ばれ純白

2.構   成                   |こ つつまれたヌンとは対象的に男性的な山姿を

隊長 1名 副隊長 1名  インス トラクター2名    見せている。

隊員 13名  リエゾン・ オフイサー 1名        登 山 史

実行・推進の組織                  この山群への偵察は 1898年 ,イ ギリス人とグ

日本 ヒマラヤ協会登山学校委員会 (実行委員会)    ルカ兵が山岳探検と訓練を目的 として入ったの

会長 柴田金之助  副会長 山倉洋一       が最初で,以後 1902年にはアーサー・ネーブ博

実行委員長 稲田定重  副実行委員長 山森    士とバー トン師は初登頂のルー トになったシャ

欣一  事務局長 尾形好雄  実行委員 土    フト氷河に入っている。

居正勝                      又, 1904年 にはヒマラヤ探検家として名高い

事務局                       ヮークマン夫妻は第二の高峰 ピナ クル ピーク

〒 160 東京都新宿区高田馬場 3丁 目23番 1号     (6,930m)に 登頂 している。
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クンの初登頂は 1913年 8月 にカルチアーテ

イを隊長とするイタリアによってなされた。

彼 らはシャフト氷河をつめヌンとクン間にあ

るスノー・ プラトーにC・ 5を設け,8月 3日 ク

ンとピナクル・ ピークの稜線へ出て登頂 している。

アプローチ

日   程

北面からのアプローチはたいへん交通の便が

よく,国内線でスリナガールまで飛び,バスを

チャーターすればキャラバンなしでシャフト氷

河の対岸グルマ トンガに着 く。スル河を渡渉 し

2日 位でシャフト氷河上約 4,500mに 物資を集

結 してベースキャンプを設営する。

日数 月  日 程日

８

７

６

５

４

３

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

先発隊 (2名 )成田出発→デリー着

先発隊々務処理

本隊東京集合

本隊 成田出発→デリー着

本隊アプローチ 。マーチ開始,デ リー～ジャム

ジャム^‐ スリナガール

スリナガール～カルギル

カルギル～グルマ トンガ

グルマ トンガ～ 4,000m地点

BoCピス トン

本隊 BoC入 り

C・ 1建設

C・ 2建設

C・ 3建設

アタック態勢完了

BoCにて休養 (2日 間)

第 1次アタック

第 2次アタック

BoC集結

(予備日)

BoC撤収

タンゴール～カルギル

カルギル～スリナガール

スリナガール～ジャム

ジャム～ニューデリー

隊荷整理・帰国準備

帰国 ニューデリー出発

成田着・解散

登山手続  関係機関挨拶

隊荷通関

無線機使用許可

調達物質購入

先発隊アプローチ ●マーチ開始,デ リ～ジャム

ジャム～ス リナガール

スリナガール～カルギル

カルギル～グルマ トンガ

グルマ トンガ～ 4,000地点

BoC建 設

隊荷整理

C・ I偵察

登山活動期間
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7/′
/29

30 31

8ノ′

イ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

登 攀 日数 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

Sun―nit

C2
6.

BC

Cl
5,300m

ル  ー   ト

シャフト氷河からヌンの東稜をこえて,パル

チック氷河上部スノー・プラトーヘ出てピナクル・

ピークとクンの間のコルから北東稜より登頂す

る(前進キャンプ数-3)予 定である。

戦   術

1.キ ャンプ展開

BoC シャフト氷河左岸サイドモ レーンの

4,500m付近に設置する。

C・ 1 スノープラトーヘの登りの取り付き

付近約 5,300mに 設置する。

C・ 2 スノープラトーヘあがる少 し手前約

6,000mに 設置する。

C・ 3 スノープラトーを横断 し, クンとピ

ナクルピーク間のコルヘの取 り付き

付近約 6,400mに 設置する。

2.ロ ーテーション

(1)4,000m以 上の高度においては,1度以上往

復 した後でなければ絶対に宿泊 しない。

(2)休養は必ず BoCで行い,ア タック前の休養

は原則として 2日 間とする。

(3)原則としてアタックは 2回 までとする。

名 簿

山森欣一 (38)

KINICHI Y劇 AMORI(Mr)

稲垣公平 (42

KOHEI INAGAKI(Mir)

角田不二 (29)

FUJI TSuNODA(Mr)

今野一也 (43)

KAZUYA KONNO(Mr)

長 繁夫 (31

SHIGEO CHO(Ⅳ Ir)

丸谷政明 (29)

MASAAKI MARUTANI

員

長

隊

隊

副隊長

インス

ラクター

インスト
ラクター

隊  員
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隊 員

隊 員

隊 員

隊 員

隊 員

隊 員

三好喜代美 (25)

K I Y01Ⅳ II :MIYOSHI

勝山教孝 (31)

MIICHITAKA KATSUYAMA

小暮 孝 (24)

TAKASHI KOGURE(Mlr)

平田清志 (35)

KIYOSHI HIRATA(Mr)

小坂邦弘 (27)

KUNIHIRO KOSAKA(Mr)

工藤誠志 (32

SEISHI KUDO(Mr)

川名正一 (34)

MASAICHI KAWANA(Mr)

三浦敏弘 (29)

TOSHIHIRO MIURA(Mr)

太田行雄 (38)

YUK10 0TA(Mr)

高坂裕紀 (28)

YUKI TAKASAKA(Mr)

肥田繁男 (24)

SHIGEO HIDA

隊 員

隊 員

隊 員

隊 員

隊 員
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里 未踏への誘い (カ ラコルム・ヒンドゥークシュ編) (7)

バツーラー山群 (その 2)

内 田 勲
コズ・ グループ

コズサール (6,677m)は バツーラ山群のなか

で最 も西端に位置 しているが,バツーラ山群を細

分すれば,こ の山を中心としてコズヤズ氷河から

区切 られた西側の (6477)峰,(6201)峰ととも

に, コズグループと呼ばれている。

豪快な南面の岩壁を持つコズサールの頂上を踏

むとすれば,マ トランダス村のやや上流に,カ ラ

ンバール川左岸に流れ込んでいる谷を東に詰めて

南面に取りつくか,ペ アヒン村上流の狭い氷河を

これも東に詰めて北面から稜線に出て登るルート

が考えられる。

(6477)お よび (6201)峰 は,いずれもチリ

ンジ村から,チ リンジ氷河を詰めて北西面から詰

めて行 く以外に今のところ登頂可能なルートはな

さそうである。勿論すべて未登のはずだ。

カランバール氷河を行 く

カ ランバール氷河 は,カ ランバール川の流れを

止め るかのようにその対岸近 くまで押 し出 してい

る。 この氷河を遡 ると地元民が夏の期間だけ利用

ティルマンのコル5,791πから左よリカンピレディオール7,143π

6,931峰

氷河を越してクックサール6,931π

する夏村がある。氷河を見降す緩やかな傾斜地に

畑や牧草地が点在 し,氷河の上流には,カ ンピレ

デオール (7,143m)と (6,872m峰 )の鋭峰が

眺められ,のんびりと幕営するにはもってこいの

場所だ。夏村としての規模は大きい方と思われる

が,10月 初旬になったら殆んどの人が下ってしま

うという。ここまではヤクが元気に荷を背負って

登って来てくれる。

このカランバール氷河から登頂可能な山をあげ

てみると,夏村か ら下って上流に向かうとすぐに,

右岸にほぼ真北の方向から本流に流れ込んでいる

狭い谷がある。 この谷を詰めていくとコズグルー

プの (6628)峰 に届いている。真下からス トレ

ートにルートをとるのは難 しそうだ。南稜に取り

付いてから頂上を目指 した方が得策だと思う。

同 じコズグループの (6477),(6201)の ふた

つの峰までこの谷が続いているかどうかは,今の

ところ解 らない。ただコズグループ各峰の初登を

目指すならカランバール川左岸側から研究 した方

が無難であることは間違いなさそうだ。

カランバール氷河の左岸上奥に連なっているの
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が,ヤ シクック氷河源頭上にあるやまなみである。

(6568),(6680),(6114)の各峰とも,ヤ シク

ックグループと呼ぶが,カ ランバール氷河に立っ

て観察 してもこの 3峰の固定は容易ではなかった。

しかし観た限りではいずれの峰もカランバール氷

河からの登攀は充分可能 と思えた。ヤシクック氷

河側からの入山が望めそうそうにない現状では,

ヤシクックグループの初登はカランバール氷河を

遡る以外にはない。

カランバール氷河右岸に (6258)峰が,独立峰

を思わせるように座 している。この山は夏村から

氷河を挟んで正面に眺め られる。カランバール氷

河からの (6,000m)級 の山としては最 も容易に

取付まで行ける山である。北面の幾つかの稜から

取付 くのもいいか,左岸を遡って本流に南から支

氷河が合流する付近に派生 している北東稜に取付

くのが良策と思う。ここは74年にカンピレディオ

ールの偵察に来た,京都カラコルムクラブの 2名 ,

そして同じく77年カンピレディオールの南稜から

登頂を目指 して失敗 した, ドイツ。オーストリア

の合同隊がベースキャンプを置いた所だ。

源頭に鎮座 しているカンピレディオールは,75

年 6月 に広島山の会が右岸沿いに進んで南西稜か

から登頂を済ませている。

カランバール氷河を源頭近 くまで達するために

は, 7～ 8月 では時期が遅過ぎるようだ。

カンピレディオールの南に目立ち過ぎている鋭

峰, 6872峰 は初登だけを目指すならカランバール

氷河からは止めた方がいいと思う。

バツーラ氷河側からの

登頂を考える

バツーラ氷河には今のところ足を踏み入れるの

は難かしそうだ。 1925年 9月 にオランダ人が源頭

まで達 していることを考えれば,少々時期が遅 く

て も氷河の遡行した支障はなさそうである。

源頭にクックサール (6935)峰がある。この山

は大小 4つ の峰があるが,最も高いのはいちばん

奥にある。カンピレディオールとのコルヘ近づく

につれて技術的には難か しさを増すようだ。手前

の南面から取付けばアップダウンの縦走をよぎな

くされるので,どちらを取るか考えさせられると

▲ ティルマンのコル5,791πよリバツ

ころだ。北面のルプール氷河側からの登頂も考え

られるが,南面よりも雪は多いだろうという程度

しか解 らないので書きようがない。ましてヤシク

ック氷河側からの状況などは雲をつかむようであ

る。

次に (6931)峰がある。この山はカンピレディ

オールの北東方向に位置 しているが,頂上付近は

南か ら見るかぎり雪をたっぷりといただいた白い

ピークだ。下部の細い部分は見ていないが,バッ

ーラ氷河からの登頂は充分可能だと思 う。

カンピレディオールだが,南面を見るかぎり手

がつけられないという山容ではなかった。(6885),

(6872),(6830)の 各峰は,初登を目指すなら

南側のククアイ氷河, トルタール氷河に限ること

は前回で述べたので省 く。

長大な60kmに近いバツーラ氷河の源頭 まで達

するには,ポ ーター事情を考えると入山時期を研

究する必要がありそうだ。

バツーラ氷河を源頭から下流方向に目を移すと,

バツーラⅡ峰,I峰 ,パ スピークと 7,000m級 の雄

大なやまなみが右岸沿いに続いている。右岸から

の登頂は, 1954年 8月 , ドイツ・オーストリア合

同隊が (6845)峰に初登 している。また 1959年

6月 ,イ ギリス・ ドイツ合同隊がバツーラI峰を

目指 したが,頂上に向かった 2人が帰 らず登頂 し

たかどうかが不明になっている。左岸に比べて右

岸は雪は多いが,登頂ルートを見つけられないと

いう厳 しい姿はしていない。この氷河に立ち入る

ことが自由になれば登山隊が押 し寄せてきそうだ。
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ウルタル I峰 , II峰

この山は I峰が 7,388m, Ⅱ峰が 7,329mと

7,000mを越 しているくせに,交通至便の位置に

ありながら何故か許可が下りず未登で残っている。

登頂するにはグルキン氷河を利用するのが最 も自

然だろうが,こ の氷河は上部付近が非常に荒れて

いてどちらかの稜に取付 くことになるだろう。雪

稜づたいに登るなら左岸寄りに取りついた方がい

いと思 う。岩壁を選ぶなら右岸に取付けばいいと

思 う。ルー ト捜 しに苦労 しそうな感じだ。

ウルタルといえばその南壁の素晴らしさで持っ

ているようなものだが,カ リマバートから見上げ

る豪快さは,眺めているだけでも飽きない。この

2峰を南面から登るとすれば,ウ ルタル谷, Ⅱ峰

だけだとグルピー谷 しかない。いずれもかなりの

度胸を用する。I峰はハサナバード氷河からの西

面からも行けるが状況が解 らない。

ムチチュール氷河から

この氷河の右岸上に 6200峰, 6,500m峰 ,ハ ッ

チンダールキッシュ (7,163m)が 連 らなってい

る。いずれも未登だ。バルタル氷河側からの登頂

も可能だ。 6200峰 は美 しい三角錘の形を してい

る。 6,500m峰 もバルタル側から見てもとがった

鋭い形だ。ハッチンダールキ ッシュはバルタール

側から何度か試登されたが敗退 している。今年も

金沢大学隊が入山 しているはずである。

ハ ッチンダールキッシュに関 しては,ム チチュ

ール氷河,バルタル氷河側のいずれから取付 くに

して もルートの選定に難儀するのは同じぐらいで

はなかろうか。

6850峰, 6200峰のふたつの山は立派 にひと

つの ピークとして存在 しているが,ム チチュール

氷河,バルタル氷河側のいずれか らもハ ッチンダ

ールキ ッシュほど登頂ルート捜 しに悩むことはな

かろうと思う。

ムチチュール氷河とハサナバー ド氷河の間に,

長い南稜を持つどっしりとした山容のサンゲマル

マル (6,949m)が ある。これまでに何隊が試登

しているか,最近では 1981年 7月 に長崎北稜会

が 6,210mま で試登 している。ムチチュール氷河

から南稜の中途に出て登るのが無難だと思 う。

以 上 バ ツーラムスターグに関 しては, 6,000

m級 ラインの山を主として述べてみたが,正式初

登記録に関係なく,過去にこっそりと少人数で登

られている山もあるかも知れない。 しかしそれら

は確めようもないが,最奥の村まで山を見に来た

ふりを して入山 し,素早 く登って帰 ってくるとい

うことが力のある登山者には可能な山が幾つもあ

ることも確かである。不謹慎な発想かも知れない

が。
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ナムチャ 0バルヮ

水野  勉

5月 21日 の朝日新聞朝刊によると,中国科学院

が今年ナムチャ・バルラ (7756メ ートル)の調査を

おこなうことになり,すでに登山ルー ト調査に赴

いた中国国家体育運動委員会調査隊がルー ト調査

を終え,北京に戻ったとのことである。この記事

を読んで, しばらくは感無量であった。とうとう

ナムチャ・ バルヮもその未知のヴェールをはがさ

れるときがやって来たか― という思いである。

ある別の方面からのうわさによれば,ナ ムチャ・

バルワの登山許可が来年には下りるということで

ある。どこの国の,どこの隊に許可が下りるかが

楽 しみだが, 100隊 ぐらいは申請を出していると

いうからどうであろうか。

キング ドン・ ウォー ドのッァンポ 。ゴルジュお

よびナムチャ・ バルワ付近の探検については,こ

の「閑話 (51)」 でとりあげたばかりであるので,

なお更感慨が深い。ナムチャ。バルワについてふ

たたびここに詳 しく述べるつもりはないが,い さ

さか前々号と重復 しないようにふれておきたい。

深田久弥氏の「 ヒマラヤの高峰」でも,ナ ムチ

ャ・バルワについて一項目をあげて書いているが,

「編者追記」にあるように,深 田氏 はベィリーと

モーズヘッドのッァンポ・ ゴルジュ探検まで述べ

ているだけで,級数のつごうでキング ドン・ ウォ

ー ドの探検についてはふれていない。その代り,

ベィリーの「 ヒマラヤの謎の河」という訳書には,

キング ドン・ ウォー ドの GTに載った記事の訳文

が諏訪多栄蔵氏によって「南東チベットの探検」

として発表されている。その概要については,ば

くが前述 したように,こ の「閑話」で書いている。

深田氏はナムチャ・バルヮの写真は「 ヒマラヤ

ン・ ジャーナル・第12巻」の巻頭に載っているだ

けだと書いているが,こ の写真をとったG・ テー

ラーについては一言もふれていない。この写真は

1893年 7月 24日 , トリペから撮ったナムチャ。バ

ルワの北面の写真である。これに関連 した記事は

巻頭の F・ ラドローの「タクポとコンボー南東チ

ベット」である。 1ページから16ページにかけて

載っており,写真が豊富で, しかも東部 ヒマラヤ

の地図が付いている。 ラドローは主として植物採

集の旅であったので,山 よりは花の写真が多い。

この記事は「ヒマラヤン・ ジャーナル」が第15巻

まで覆刻されているので容易に読むことができる

が,書痴の立場からいうと, 4ペ ージ対の写真は

カラーであり,覆刻版ではそれがモノクロである

から,やはり原本が良いということになる。

ラドローとテーラーは同行したのであるが,こ

のほかにシェリフが同行 している。この 3人 につ

いてはいずれ「花を求めて」で紹介するつもりで

いたが,「花を求めて」が「キング ドン・ ウォー

ド」で止まってしまい,そ のまま,こ のようなこ

とを書きつらぬいているのだから,読者はいらい

らされているかもしれない。「閑話」と思って,

この気まぐれにつき合ってくれれば,た いへんあ

りがたい。このラドローらの旅については,少 し

は前にふれたことがあると記憶 しているが,日本

山岳会の「山岳」第76年には, この東部 ヒマラヤ

における旅行の本「 a Quest of Flowers」 (1975)

が春田俊郎氏によって紹介されているから,興味

のある方は読まれるとよい。ナムチャ。バルワを

語るにはこの ラドローらの探検までふれないと片

手落ちになる。その点では,深田氏の文章が1966

年 7月 に書かれ,ま た紙数のつごうで,ベ イリー

らの探検のみで終っているのは惜 しい。
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けれども,ベ イリーとモーズヘッド,キ ングド

ン・ ウォー ド,あ るいはラドロー,シ ェリフ,テ
ーラーなどは,いずれも登山家ではなかった。は

じめからナムチャ・ バルワを登るつもりは全 くな

かった。登ろうという意思は全 くみられない。ナ

ムチャ。バルヮを登ろうとした登山家がいたのだ

ろうか。それはたしかにいた。H・ W。 ティルマ

ンである。

ティルマンは 1938年エヴェレス ト遠征後, シェ

ルパ 2人を連れて, シッキムとチベットの国境に

あるゼム・ギャップを登るプライベー トな小旅行

を試みた。そして,かれは英国へ帰 らねばならな

くなったが,今度はアッサムからナムチャ・バル

ワを試登したかった。エヴェレス ト遠征隊長とし

て名声を得ていたので,ア ッサムの首都シーロン

では厚遇を得たが,た またま, エヴェレス ト遠征

が 1940, 1941, 1942年と毎年つづけておこなう

ようにも申請を出していたので,ナ ムチャ・バル

ワヘの遠征許可がむずかしかった。1938年 11月 に

はいったん英国へ戻 った。インド政府としてもエ

ブェレス ト遠征をチベット政府に許可申請を出し

ているのに,更にナムチャ・バルワ遠征の申請を

出すのはまずいとして,ナ ムチャ・バルワの方は

ラサヘは何もいわないことにした。 しかし,ア ッ

サムの当局者はティルマンのことを考えてくれて,

その代リゴリ・ チュン (21,450フ ィー ト)登山許

可を出してくれた。ティルマンは更にゴリ・チュ

ンの北東にあるカンドウ (23,260フ ィー ト)を 登

れる許可もとった。このカンドウについては深田

氏 も書いていると思 う。ティルマンはゴリ・チェ

ンすらも登れず,病気に倒れて失敗 したが,一つ

には 1939年という年にはすでに第 2次大戦がは

じまっていたので,英国の陸軍将校として,テ ィ

ルマンはいっでも戦いに加わる義務を負っていた

し,テ ィルマン自身 も,山を登 っていて祖国の戦

争に加われないことを恥としていた。もし,第 1

回が失敗 しても,第 2次大戦がもう少 し遅れてい

た ら,テ ィルマンはカンドウの試登をやったであ

ろう。

さて, ゴリ・ チュンとカンドウの登山には失敗

して,テ ィルマンは第 2次大戦に軍人として参加

し, 1945年 まで ドイツ軍と戦 った。最後はアル

バニアとイタリアでパルチザンとともにゲ リラ戦

をおこなった。戦後,す ぐかれはまたナムチャ・

バルワを思い出した。ゴリ・ チェンやカンドら、で

はなく,ナ ムチャ・ バルヮそれ自体をめざした。

終戦の年, 1945年 10月 に,か れはFOMベ ィリ

ーに手紙を書いた。

Dear Col. Bailey.

Having nou been demobilised I am begini-

ng to think of the Jublee. I should very much

like to go with Himalaya for another expedi-

tion, or possiblymore, before I get past it.
I had a very unsuccessful trip to the Assam

Himalaya in 1939, and I hope to go there

again some time to have a go at Gori chen.

But of course, the great magnet of those par-

ts is Namche Barwa, and am writing to ask

what you think the possibilities and an appro-

ach from the South, say KAPU, where you

passed. would it be necessary to get permissi-

on from Lhasa to enter that part of Tibet ?

If you are likely to be in London any time,

I shonld very much like to have a talk with
you about that part of the world.

Yours sincerelY,

H. W. Tilman

長々と手紙を引用 したが, この手紙はここには

じめて発表されるもので,全文を掲げてしまった。

ぼくのささやかなコレクションの自慢の一つであ

る。この手紙にあるように,テ ィルマンとベィリ

ーがロン ドンで会って,ナ ムチャ・ バルワについ

て語り合 ったかどうかはわからない。「ティルマン

伝」の著者 もこのことについて一言 もふれていな

いのでどうにもならない。ナムチャ・バルワをめ

ざしたのはティルマンただ一人であったことは事

実であろう。か くして,今 や100隊 を超える申請

が出ているとは,こ れこそ今昔の感 というもので

あろう。
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■ 寸 感 ■

今春のネパール・ ヒマラヤの日本隊は珍 しく巨

峰への挑戦が無かったせいか成功率が高かったよ

うです。当協会のブリクティ隊も今春登山隊の殿

として登山活動中ですが,すでに現地では結果が

出ていることで しょう。一日も早 く吉報を耳にし

たいものです。地図の空白部だけに山を見つける

のに苦労 しているとか, ドライ・ エリアにもかか

わらず大雪に見舞われたとか,知 られさる山へ挑

む苦労話 しが伝えられます。

大雪といえばガールワール・ ヒマラヤのガンゴ

トリ山域でも5月 に入って 1週間も大雪に見舞わ

れたそうです。これもインドの異常冷夏と関連が

あるので しょうか,呉々もご用心′  (0)

□ (5月 )

1日 (土)～ 3日 (日 )'82年 クン登山学校合宿

(於 :富 士山)

13日 (木 )'82年 クン登山学校集会

20日 (木)冬 期マナスル登山隊 (ア プリケーシ

ョン,外務省へ送付依頼 )

東京 ヒマラヤ集会

'82年 クン登山学校集会

急性高所暴露試験の打合わせ (於 :

立川航空医学実験隊,尾形 )

事務局打合わせ (稲 田,山森 )

昭和57年度通常会員総会

ヒマラヤ登山実践研究会旗上げ式

カラコルム・ セミナー トレッキング

説明会 (於 :東京勤労福祉会館 )

24日 (月 )

27日 (木 )

29日 (土 )

30日 (日 )

日

人

人

所

東

行

集

行

６０

発

編

発

〒

ヒマラヤ No。128(7月号)

昭和57年 6月 10日 印刷  57年 7月 1日 発行

柴 田 金之助

尾 形 好 雄

日本 ヒマラヤ協会

京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

篭讐   全世界のネットワーク

AFIAホーム 保険会社

海外 山 岳 保 険
※凍傷・ ヘ リコプターチ ャー ター料等 も支 払 います。

※図 4ヶ 月間の場合 =死亡 100万 円、救援者 費用 100万 円 で25,520円 です。

※詳細 は下記へ お問 い合 わせ下 さい。

取扱代理店
郷インシュランス・コンサルタント

〔ホーム保険会社代理店〕
〒100千 代田区丸ノ内 3-1-1

国際 ビル8F
TEL.03-281-2981

担__毯_正
ホーム保険会社首都圏支店

〒100千代田区丸ノ内 3-1-1
国際 ビル8F

TEL.o3-211-4401
担当 :寄本康男 (ヨ リキヤスオ)
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■ヒマラヤ観光開発欄はネバール政府観光局
指
定インフォメーシ∃ンセンター、ネバール

航空日本地区販売代理店|こ指定されており

きす。

■ネパーリじへのイ固人旅行/トレッキング/パ
ッケージ・ツアー/トレッキングで登れる

48峰/登出の計画等、あらゆるご相談|こ 経

験豊富なスタッフがありますので、安りbじ

ておまがせください。

■ネバール国内ではトランス・ヒマラヤン・

ツフー社/ホテル・工ベレスト・ビュー/
日本航空総代理店の業務を行なつておりま

す。

ヒマラヤ観光開発株式会社
〒105東京都港区新橋3丁目26番 3号 会計ビル 5F

電話 03(574)9292～ 4

Travels

―
― シカール・ トラベル

ー
″魅惑の

インド ヒマラヤ″

シ ッキム ●ブ ー タ ン・ ガ ール ワ ール oク マ オ ン

クル ●マナ リ・ ラダッ ク・ ネ パ ール・ ・ ・ ・ `

への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。
CAPT SWADESH

(M ANAClNG DIRECTOR)
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ヒマラヤヘの装備

◎遠征隊の装備、相談にのり、ます。

づ等κl「万″:スだ―〃
ヨ■■L 早 ⅢⅢ

…
Ⅲ

0新宿登山本店 /〒 160東 京都新宿区百人町 2-2-3● 03(208)∞ 01(代 )

●新宿 西口店 /〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7● 03(346)0301

0水道橋 ハー ドギア シヨ ンプ /〒 101東 京都千代田区三崎町 2-8-14803(264)5575

0水道橋 ソフ トウェア シヨ ンプ /〒 i01東 京都千代田区三崎町 2-8-6● 03(264)8901

●大宮店 /〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

●高崎店 /〒 370群馬県高崎市新町 10580273(27)2397

0 1CI通 販部 /〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東 和 ヒル内803(200)7219
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